
２
０
２
１
年
10
月

以
降
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19
の
感
染
者
数
は

大
き
く
減
少
し
て
い

る
。
ひ
が
し
茶
屋
街

や
兼
六
園
に
は
観
光

客
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
新
た
な
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
も
出
現
し
て
お
り
、
い
ず
れ

石
川
県
に
も
第
６
波
が
訪
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。

先
日
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19
自

宅
療
養
者
に
対
し
初
め
て
初
診

で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
し
て
み

た
が
、
カ
ル
テ
作
成
か
ら
何
か

ら
四
苦
八
苦
で
あ
っ
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
講
演
会
が

日
常
的
に
な
り
、
遠
方
の
医
師

た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
を

開
催
し
た
り
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
が
身
近
に
な
っ
て
き
た
と

思
っ
て
い
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
と
な
る
と
ま
だ
ま
だ
修
行

が
足
り
な
い
と
痛
感
し
た
。

２
０
２
１
年
６
月
、
政
府
は

規
制
改
革
実
施
計
画
で
か
か
り

つ
け
医
に
よ
る
初
診
か
ら
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
２
０
２
２
年

度
か
ら
恒
久
的
に
認
め
る
方
針

を
示
し
て
い
る
。
対
面
診
療
な

し
で
の
、
い
き
な
り
オ
ン
ラ
イ

ン
初
診
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19

感
染
者
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
れ
ば
致
し
方
な
い
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
患
者
利

便
性
の
み
に
よ
る
初
診
の
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
は
誤
診
の
リ
ス
ク

等
も
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に

安
全
性
を
担
保
す
る
の
か
等
、

厚
生
労
働
省
で
も
現
在
検
討
中

と
聞
く
。

も
う
コ
ロ
ナ
前
に
は
戻
ら
な

い
。
新
し
い
状
況
を
、
新
し
い

道
具
、
制
度
で
上
手
に
対
応

し
、
皆
で
新
し
い
幸
せ
な
社
会

を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

今月の会員数／1,022人（医科715人・歯科307人）
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2面 写真で振り返る2021年
3面 歯科学術講演会
4～5面 憲法を生きる
  岡田正則先生インタビュー
7面 ゴルフコンペ

11
月
14
日
（
日
）
に
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新

型
コ
ロ
ナ
と
介
護
現
場 

─ 

リ

レ
ー
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
、
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
に

三
宅
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ
の

後
司
会
の
小
川
副
会
長
と
筆
者

か
ら
開
催
趣
旨
を
述
べ
ま
し

た
。
地
域
医
療
を
実
践
す
る
た

め
に
も
、
地
域
で
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
支
え
る

地
域
ケ
ア
が
必
要
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
が
地
域
ケ
ア
を
支
え
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
よ
う
に
影

響
し
、
ど
う
工
夫
し
て
乗
り
越

え
て
き
た
か
を
10
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
か
ら
報
告
い
た
だ
き
、
課

題
を
整
理
し
今
後
の
改
善
運
動

に
繋
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
写
真
で
示

し
て
い
ま
す
が
、
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
、
居

住
系
施
設
か
ら
も
れ
な
く
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

機
能
低
下
、
感
染
対
策
に
苦
慮

訪
問
介
護
の
「
に
じ
い
ろ
ケ

ア
プ
ラ
ス
」
の
鍋
谷
晴
子
さ
ん

か
ら
は
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
中
止
で
自
宅
で
の
入
浴
介

助
な
ど
で
業
務
が
増
え
た
こ

と
、
逆
に
訪
問
を
断
ら
れ
家
族

が
介
護
で
ス
ト
レ
ス
フ
ル
に

な
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
利
用
の
方
を
２

カ
月
ぶ
り
に
訪
問
す
る
と
暗
い

部
屋
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
事

例
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

訪
問
看
護
は
「（
公
財
）金
沢

健
康
福
祉
財
団
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
石
川
美
香
さ

ん
か
ら
、
患
者
さ
ん
が
新
型
コ

ロ
ナ
に
感
染
し
、
担
当
の
看
護

師
も
感
染
し
た
事
例
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
訪
問
看
護
の
入
浴

介
助
で
は
患
者
さ
ん
は
マ
ス
ク

を
し
な
い
、
看
護
師
は
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
を
し
な
い
、
密
閉

空
間
で
あ
る
こ
と
が
要
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
後
は
十

分
な
対
応
を
し
て
い
る
こ
と
、

最
新
の
感
染
対
策
の
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
「
城
北
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
の
大
森
俊
之
さ
ん

か
ら
、
70
人
中
７
人
が
利
用
中

止
に
な
っ
た
こ
と
、
中
止
の
悪

影
響
を
防
ぐ
た
め
、
自
主
ト

レ
・
運
動
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
、
家
族
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

へ
の
連
絡
な
ど
を
行
っ
た
こ

と
、
２
カ
月
後
に
リ
ハ
ビ
リ
を

再
開
し
た
と
き
に
歩
行
レ
ベ
ル

の
低
下
が
み
ら
れ
た
例
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
「
城
北
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
の
小
池
笑
子
さ
ん

か
ら
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
方

針
で
全
員
が
通
所
リ
ハ
ビ
リ
利

用
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
、
利

用
控
え
で
認
知
機
能
や
運
動
機

能
低
下
を
き
た
し
た
例
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

通
所
介
護
は
「
ほ
や
ね
城

北
」
の
田
中
栄
一
さ
ん
か
ら
、

利
用
が
自
粛
に
よ
り
大
き
く
減

少
し
た
こ
と
、
上
位
２
区
分
で

の
介
護
報
酬
算
定
が
で
き
る
特

例
へ
の
対
応
が
、
介
護
保
険
利

用
と
日
常
生
活
支
援
事
業
の
利

用
者
間
で
の
差
を
生
む
の
で
実

施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

「
ほ
や
ね
城
北
」
の
野
村
鈴
恵

さ
ん
か
ら
、
施
設
長
が
看
護
師

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
と
介

護
の
現
場
と
の
違
い
が
あ
る
こ

と
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
訪
問

介
護
職
は
優
先
で
な
い
こ
と
の

改
善
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

在
宅
の
ニ
ー
ズ
高
ま
る

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
「
こ
す
も
す
の
家
」
の
上

口
幹
さ
ん
か
ら
、
最
後
は
在
宅

で
と
い
う
要
求
に
応
え
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
利
用
が
む
し

ろ
増
え
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で

何
度
も
飛
行
機
の
フ
ラ
イ
ト
が

中
止
に
な
り
な
が
ら
故
郷
の
北

海
道
ま
で
行
け
た
が
ん
の
末
期

の
方
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や

す
ら
ぎ
ホ
ー
ム
」
の
山
下
明
美

さ
ん
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
停
止
（
２
０
１
９
年
度
は

延
べ
２
８
４
６
人
参
加
し
て
い

た
）、
家
族
の
面
会
制
限
に
よ

る
認
知
症
の
悪
化
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
で
の
看

取
り
で
は
面
会
制
限
を
緩
め
て

（
対
策
を
と
り
な
が
ら
）、
対
応

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
コ
ー
プ
い
し
か
わ
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
戸
板
」
の
町
出
須
美

子
さ
ん
か
ら
、
面
会
制
限
、
外

出
制
限
、
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・

換
気
な
ど
実
施
さ
れ
て
い
る
感

染
対
策
の
紹
介
が
あ
り
、
制
限

が
あ
る
中
で
家
族
と
の
面
会
を

少
し
で
も
で
き
る
よ
う
に
ガ
ラ

ス
越
し
の
面
会
の
場
面
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
神
宮
寺
」
の
島
由
紀

子
さ
ん
か
ら
は
、
入
居
者
さ
ん

へ
の
感
染
対
策
と
し
て
マ
ス

ク
・
手
洗
い
・
換
気
・
対
面
に

な
ら
な
い
工
夫
・
外
出
控
え
・

買
い
物
は
注
文
制
・
訪
問
理
美

容
の
中
止
・
配
布
物
は
一
日
取

り
置
き
に
す
る
な
ど
の
対
策
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
入
居
相
談
が
減
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

報
告
の
中
か
ら
見
え
て
き
た

の
は
、
①
医
療
と
介
護
の
連
携

の
重
要
性
（
感
染
対
策
に
助
言

を
求
め
た
り
気
軽
に
相
談
で
き

る
体
制
）、
②
介
護
は
小
規
模

事
業
所
も
多
く
行
政
か
ら
の
通

達
な
ど
の
徹
底
が
不
十
分
に
な

り
得
る
、
③
自
前
で
手
探
り
で

感
染
対
策
を
し
て
い
る
が
そ
れ

が
妥
当
か
ど
う
か
の
評
価
が
必

要
、
④
介
護
報
酬
算
定
の
問
題

点
、
⑤
感
染
対
策
は
常
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
な
ど

で
す
。
保
険
医
協
会
と
し
て
も

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
明
ら
か

に
な
っ
た
課
題
を
解
決
で
き
る

よ
う
に
活
動
を
継
続
し
て
い
く

気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
新
型
コ
ロ
ナ
と
介
護
現
場
」

10
人
が
現
場
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク

副
会
長
　
大
川
　
義
弘
（
金
沢
市
・
内
科
）

【訪問介護】鍋谷晴子氏

【通所リハビリ】小池笑子氏

【訪問看護】石川美香氏

【通所介護】田中栄一氏

【訪問リハビリ】大森俊之氏

【小規模多機能型居宅介護】
野村鈴恵氏

【特別養護老人ホーム】
山下明美氏

【看護小規模多機能型居宅介護】
上口　幹氏

【グループホーム】町出須美子氏

【有料老人ホーム】島由紀子氏
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保険医協会の
2021年

学校健診後の受診状況調査 
記者発表
健診で要受診とされたが受診しなかった児童が
歯科・眼科・耳鼻科では約5割であった等の調査
結果について記者発表を行った（9月2日）。

新型コロナウイルス対応

東
電
福
島
原
発
事
故
を
風
化
さ
せ
な
い

　
　┃ 

10
年
目
を
迎
え
て 

┃

新型コロナに関わる多くの以下の講演会を開催した。そのほ
か、谷内江昭宏先生インタビュー（6月30日）、会長声明「感
染症法改正による政府の強権的・強制的施策の撤回を求め
る」を発出（1月20日）、医療機関向け補助金や診療報酬の特
例に関する周知を行った。
【講演会等】新型コロナのイロハ（谷内江昭宏氏／6月10
日、7月29日）、シンポジウム「新型コロナと介護現場 リレー
トーク」（11月14日、本紙1面参照）、社会保障セミナー「新
型コロナウイルス感染症と人権」（12月12日）、歯科感染対策
講演会（高木純一郎氏／8月26日）（長谷剛志氏／12月18日）

介護報酬改定対応
新介護報酬検討会（4月4日）、『歯科介護報酬便覧』
発刊、2021年度介護報酬改定に対するパブリックコ
メントを提出（2月17日）

厚労省との懇談
保団連北信越ブロックにて、厚労省との次期診療報酬
改定に係る懇談を行った（歯科6月10日、医科6月24日）。

文化企画
コロナ禍により
昨年は文化企画
を全て中止した
が、今年は2年
ぶりにゴルフコ
ンペを開催した
（11月3日、本
紙7面参照）。

歯科学術講演会
デジタルデンティストリーの到達点と展望（北道敏行氏／10月28日、
本紙3面参照）

よろず勉強会

新  連  載
わがクリニックのCOVID-19対応（5月号～ 8月号）
ゴルフのグルメ（2月号～ 4月号）
全国の共同浴場を旅して（5月号～ 9月号）
ダイビングの世界（10月号～連載中）
憲法を生きる「日本学術会議・会員任命拒否問題」

（6月号～ 12月号）

75歳以上窓口負担
2割導入阻止署名に取り組む

石川県保険医協会集約分683筆を含め、全国であわせ
て３万6,948筆を国会議員に提出した。法案は6月に可
決したが、今後も保険医協会は負担増中止を求める
活動に取り組んでいく。

子ども医療費助成制度 
全市町で現物給付に

保険医協会で署名活動や石川県への要請に取
り組んできた子ども医療費助成制度の現物給
付化が、2021年4月から七尾市と志賀町で実現
し、全市町で達成した。

定期総会記念講演（3月14日）

特集「福島からの手紙」

「外来でここまで診られる心不全」
（下島正也氏／ 10月21日）

「下肢静脈瘤」（遠藤將光氏
／ 6月3日）

東
日
本
大
震
災
と
東
電
福
島
原
発
事
故
発
生
か
ら
10
年
目
を
迎
え
、
本
紙
３
月
号
に
て
特
集

「
福
島
か
ら
の
手
紙
」
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
定
期
総
会
記
念
講
演
（
菅
谷
昭
氏
、
お
し
ど
り

マ
コ
氏
・
ケ
ン
氏
、
小
出
裕
章
氏
／
３
月
14
日
）
、
講
演
会
「
東
電
福
島
原
発
事
故
　

作
業

員
の
10
年
間
」
（
片
山
夏
子
氏
／
12
月
５
日
）
を
開
催
し
た
。

在
宅
医
療
講
演
会

医
療
・
福
祉
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
訪
問

排
便
ケ
ア
の
取
り
組
み
か
ら
み
る

地
域
包
括
ケ
ア（
神
山
剛
一
氏
、榊

原
千
秋
氏
／
５
月
９
日
）

谷内江昭宏先生インタビュー（6月30日）

チェアラボ金沢（4月15日）

能美市子育て支援センター（7月15日）

支え合いソーシャルワーカー（10月7日）

写真で
振り返る

子ども医療費助成制度の現物給付化を求め
石川県と懇談（2011年7月14日）
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医
療
を
提
供
す
る
上

で
、
薬
物
療
法
は
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る

が
、
そ
れ
を
支
え
る
医

薬
品
の
確
保
に
問
題
が

起
き
て
い
る
。「
プ
ロ

プ
ラ
ノ
ロ
ー
ル
、
オ
メ
プ
ラ
ゾ
ー

ル
、
ア
ル
フ
ァ
カ
ル
シ
ド
ー
ル
の
入

荷
が
な
い
の
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

代
替
品
は
そ
れ
ぞ
れ
、
プ
リ
ミ
ド

ン
、
ラ
ベ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
、
カ
ル
シ
ウ

ム
製
剤
で
す
」
と
薬
剤
師
か
ら
情
報

が
流
れ
て
く
る
。
薬
理
作
用
的
に
代

替
に
な
ら
な
い
も
の
も
挙
げ
ざ
る
を

得
な
い
な
ど
、
医
薬
品
の
供
給
に
お

い
て
異
常
事
態
が
起
き
て
い
る
。
こ

の
事
態
は
短
期
間
に
終
息
し
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
的
に

は
３
千
品
目
以
上
の
医
薬
品
が
入
手

困
難
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
日
医

工
や
小
林
化
工
な
ど
の
国
内
最
大
手

の
後
発
品
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
で
起
き

た
不
祥
事
に
端
を
発
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
２
つ
の

メ
ー
カ
ー
の
操
業
停
止
で
こ
こ
ま
で

の
異
常
事
態
が
起
き
る
と
は
思
え

ず
、
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

後
発
医
薬
品
の
使
用
は
世
界
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。
使
用
率
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
70
％
以
上
、
ア
メ
リ
カ
で

は
90
％
以
上
、
日
本
で
も
76
・
９
％

に
な
っ
て
い
る
。
医
療
費
抑
制
が
求

め
ら
れ
る
中
で
の
潮
流
で
あ
る
。
一

部
の
医
薬
品
の
先
発
メ
ー
カ
ー
の
適

正
な
利
潤
を
超
え
る
薬
価
が
後
発
医

薬
品
で
適
正
化
さ
れ
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
。
が
、
医
療
費
抑
制
を
過
度

に
推
し
進
め
る
と
、
後
発
医
薬
品
の

薬
価
が
切
り
下
げ
ら
れ
、
極
端
に
コ

ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
そ
こ
に
無
理

が
生
じ
る
。
後
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー

が
他
の
メ
ー
カ
ー
に
委
託
生
産
し
て

も
ら
っ
た
り
、
先
発
医
薬
品
を
後
発

医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
生
産
し
た
り

（
こ
れ
は
社
外
秘
に
な
っ
て
い
る
）、

後
発
医
薬
品
と
し
て
承
認
さ
れ
た
製

造
法
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
高
額

な
費
用
が
か
か
り
変
更
し
に
く
い
こ

と
、
利
ざ
や
の
少
な
い
医
薬
品
を
製

造
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
わ
れ
わ
れ
の
知
ら
な
い
こ
と

が
多
い
。
今
回
の
不
祥
事
で
厚
労
省

の
調
査
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
影
響
で
医
薬
品
製
造
を
控
え
る

後
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
も
多
い
と
聞

く
。
国
も
、
医
療
用
医
薬
品
の
安
定

確
保
策
に
関
す
る
関
係
者
会
議
を
開

い
て
安
定
確
保
医
薬
品
リ
ス
ト
と
安

定
確
保
ス
キ
ー
ム
を
作
成
し
た
が
、

具
体
的
成
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

医
薬
品
は
公
共
財
で
あ
る
こ
と
を

押
さ
え
た
上
で
、
薬
効
が
公
正
に
証

明
さ
れ
、
安
全
情
報
が
適
切
に
明
示

さ
れ
、
か
つ
適
正
な
薬
価
で
供
給
さ

れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
わ
れ
わ

れ
医
師
・
歯
科
医
師
も
薬
物
療
法
の

医
療
提
供
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識

し
、
医
薬
品
提
供
に
対
す
る
関
心
を

深
め
、
声
を
上
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

後
発
医
薬
品
の

�

出
荷
停
止

�

医
薬
品
は「
公
共
財
」

10
月
28
日
（
木
）、
兵
庫
県

姫
路
市
で
ご
開
業
の
北
道
敏
行

先
生
を
お
迎
え
し
て
学
術
講
演

会
「
デ
ジ
タ
ル
デ
ン
テ
ィ
ス
ト

リ
ー
の
到
達
点

と
展
望
」
を

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信

に
て
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
の

講
演
会
は
、
近

年
急
速
な
進
歩

を
遂
げ
て
い
る

Ｉ
Ｏ
Ｓ
（
口

腔
内
ス
キ
ャ

ナ
ー
）
を
用
い

た
光
学
印
象
を

は
じ
め
と
し
た

デ
ジ
タ
ル
歯

科
臨
床
に
関
す

る
ト
ピ
ッ
ク
を

テ
ー
マ
と
し
た

も
の
で
し
た
。

当
日
は
和
歌
山

県
保
険
医
協
会

及
び
鹿
児
島
県
保
険
医
協
会
の

会
員
の
先
生
方
も
ご
視
聴
さ

れ
、
こ
の
テ
ー
マ
の
全
国
的
な

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま

し
た
。

北
道
先
生
の
講
演
内
容
は
大

き
く
分
け
て
、
①
デ
ジ
タ
ル
デ

ン
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
と
は
何
か
、

②
Ｉ
Ｏ
Ｓ
（
口
腔
内
ス
キ
ャ

ナ
ー
）
の
理
論
と
臨
床
、
③
支

台
歯
形
成
及
び
接
着
の
理
論
と

臨
床
、
④
マ
テ
リ
ア
ル
・
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
（
症
例
に
応
じ
た
材

料
選
択
）、
と
４
パ
ー
ト
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ン
テ
ィ
ス
ト

リ
ー
と
は
何
か
、
と
い
う
テ
ー

マ
に
関
し
て
は
、
ス
イ
ス
・

チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
に
お
け
る
セ

レ
ッ
ク
の
開
発
秘
話
、
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
の
重
合
収
縮
に

対
す
る
メ
ガ
フ
ィ
ラ
ー
の
概

念
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
等
に

つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
加
え
ら

れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｓ
に
関
す
る

パ
ー
ト
で
は
、
現
在
発
売
さ
れ

て
い
る
様
々
な
機
種
に
お
け
る

撮
影
原
理
と
い
っ
た
基
礎
理
論

か
ら
、
実
際
に
光
学
印
象
を
行

う
に
際
し
て
の
コ
ツ
な
ど
の
臨

床
面
ま
で
幅
広
い
知
識
と
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
詳
細
な
解
説

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
支

台
歯
形
成
及
び
接
着
に
関
し
て

は
、
ミ
リ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
の

バ
ー
の
直
径
を
意
識
し
た
形

成
、
超
音
波
チ
ッ
プ
を
使
用
し

た
隣
接
面
の
仕
上
げ
、
Ｉ
Ｄ
Ｓ

（
イ
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
・
デ
ン
テ
ィ

ン
シ
ー
リ
ン
グ
）、
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
に
よ
る
ビ
ル
ド

ア
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
動
画
を

交
え
て
実
際
の
臨
床
の
勘
所
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
ご
披
露
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
の
マ
テ
リ

ア
ル
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
パ
ー

ト
で
は
、
歯
肉
縁
上
か
縁
下

か
、
対
合
歯
の
マ
テ
リ
ア
ル
は

何
か
、
咬
合
様
式
は
ど
う
な
の

か
、
と
い
っ
た
フ
ァ
ク
タ
ー
か

ら
最
適
な
マ
テ
リ
ア
ル
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
と
力
説
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
パ
ー
ト
で
は
、

治
療
の
ス
タ
ー
ト
段
階
か
ら
す

で
に
マ
テ
リ
ア
ル
は
決
ま
っ
て

い
る
と
の
重
要
な
勘
所
の
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
活
発
な
質
問

が
相
次
ぎ
、
先
生
方
の
日
常
臨

床
に
お
け
る
疑
問
点
に
つ
い

て
、
北
道
先
生
か
ら
熱
く
、
そ

し
て
丁
寧
に
ご
回
答
い
た
だ
き

ま
し
た
。
北
道
先
生
の
言
葉
で

強
く
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
が

働
き
方
改
革
に
寄
与
し
、
歯
科

技
工
士
さ
ん
の
長
時
間
労
働
の

問
題
や
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
る

中
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
業
務
効
率

化
に
も
大
き
な
効
果
を
及
ぼ
す

と
い
う
も
の
で
し
た
。
講
演
動

画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し

ま
す
の
で
、
当
日
ご
欠
席
さ
れ

た
先
生
方
に
も
ぜ
ひ
ご
視
聴
を

お
勧
め
し
ま
す
。

歯科　感染対策講演会

訪問診療での
歯科感染対策の
ポイント
～コロナ禍を踏まえた
　　　歯科の関わり～

※詳細・申し込みは保険医協会ホームページをご覧ください。

と き 2021年12月18日（土）
午後7時～午後8時

ところ

講 師

Zoomおよび
石川県保険医協会会議室
長谷 剛志 氏

（公立能登総合病院 歯科口腔外科部長）

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
、
３
が
大
切
な
手
順
。
白
４
に
黒

５
で
黒
生
き
で
す
。
黒
１
で
先
に
３
は
白

４
黒
１
白
イ
黒
２
白
１
の
右
で
黒
死
。
ま

た
黒
１
で
イ
は
白
５
で
黒
死
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
２
二
飛
☖
同
玉
☗
３
二
飛
☖

２
一
玉
☗
１
二
飛
成
☖
同
玉
☗

２
四
桂
☖
２
二
玉
☗
３
二
歩
成

ま
で
９
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
２
二
飛
と
捨
て
る

の
が
好
手
で
す
。
☖
同
玉
に
次

の
☗
３
二
飛
か
ら
☗
１
二
飛
成

が
好
手
順
で
、
☗
２
四
桂
が
ピ

ッ
タ
リ
で
す
。
以
下
☖
２
二
玉

に
☗
３
二
歩
成
ま
で
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

8
＋
1
で
、答
え
は「
9
」

（
問
題
10
面
）

歯肉縁上、
同縁が望ましい

移行部は緩やかに
角がないこと

縁下＝歯面処理困難
↓

歯質への接着力低下
↓

破折の可能性
↓

マテリアルの強度に依存

歯科学術講演会

口腔内スキャナーなど
� デジタル歯科臨床の実際

歯科部員　山口　建治（輪島市・歯科）
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法
制
度
上
の
「
選
べ
な
い
任
命
」

２
つ
目
は
、
日
本
学
術
会
議

法
は
７
条
と
17
条
で
会
員
の
選

び
方
の
定
め
を
置
い
て
い
ま

す
。
学
会
や
従
来
の
会
員
や
連

携
会
員
か
ら
推
薦
を
受
け
て
、

業
績
な
ど
を
参
照
し
て
会
員
を

選
考
す
る
と
い
う
仕
組
み
で

す
。
そ
の
上
で
総
理
大
臣
へ
学

術
会
議
が
推
薦
し
て
、
総
理
大

臣
が
任
命
し
ま
す
。
１
９
８
３

年
ま
で
は
選
挙
制
で
し
た
が
、

学
者
が
選
挙
運
動
の
よ
う
な
こ

と
を
や
る
の
は
好
ま
し
く
な
い

と
い
う
理
由
で
、
政
府
が
学
会

か
ら
の
推
薦
制
に
変
え
さ
せ
た

わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
学
会

か
ら
の
推
薦
制
は
学
会
の
縄

張
り
争
い
み
た
い
な
こ
と
に

な
っ
て
こ
れ
も
よ
ろ
し
く
な
い

と
、
２
０
０
３
年
改
正
で
現
在

の
自
己
選
考
制
度
（
コ
・
オ
プ

テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
）
に
変
え
ま

し
た
。

総
理
大
臣
の
任
命
と
い
う
の

は
、
選
挙
制
だ
っ
た
１
９
８
３

年
の
改
正
の
と
き
に
入
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
形
式
だ
け
の
任
命

で
総
理
大
臣
は
口
を
出
し
ま
せ

ん
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
現
在
で
も
法
制
度
で
は
学

術
会
議
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に

提
出
さ
れ
る
の
は
氏
名
だ
け
の

名
簿
で
す
。
だ
か
ら
、
推
薦
さ

れ
た
人
の
所
属
や
専
門
分
野
、

ど
う
い
う
業
績
が
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
は
一
切
書
い
て
い
な

い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
内

閣
総
理
大
臣
は
調
べ
た
。
菅
さ

ん
が
直
接
で
は
な
く
て
、
杉
田

官
房
副
長
官
が
１
０
５
人
を
名

前
か
ら
何
を
や
っ
て
い
る
か
洗

い
出
し
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て

６
人
を
つ
ま
み
出
し
た
。
本

来
、
内
閣
総
理
大
臣
は
名
前
し

か
見
ら
れ
ず
、
自
分
で
選
べ
な

い
仕
組
み
で
す
。
選
べ
な
い
任

命
な
ん
で
す
。

推
薦
通
り
全
員
を
選
ば
な
く

て
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
俗
論
が

あ
り
ま
す
が
、
法
制
度
の
中
の

任
命
制
は
推
薦
さ
れ
た
通
り
に

任
命
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
も
の

が
結
構
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
憲

法
６
条
を
見
る
と
、
内
閣
総
理

大
臣
は
国
会
に
よ
る
指
名
に
基

づ
い
て
天
皇
が
任
命
し
ま
す
。

天
皇
は
内
閣
の
助
言
と
承
認
に

基
づ
い
て
国
事
行
為
を
や
る
の

で
す
が
、
ま
だ
内
閣
が
で
き
る

前
で
す
か
ら
助
言
も
承
認
も
な

い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
天
皇

が
任
命
す
る
の
だ
か
ら
、
天
皇

に
任
命
権
と
と
も
に
拒
否
権
が

あ
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
憲
法
79

条
、
80
条
を
見
る
と
、
裁
判
官

の
任
命
も
最
高
裁
か
ら
の
推
薦

名
簿
に
基
づ
い
て
内
閣
が
任
命

し
ま
す
。
こ
れ
も
内
閣
で
裁
判

官
を
選
り
好
み
し
て
よ
く
な
っ

た
ら
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
選
べ
な

い
任
命
は
法
制
度
の
中
に
た
く

さ
ん
あ
る
。
学
術
会
議
も
そ
う

で
、
そ
れ
は
内
閣
や
内
閣
総
理

大
臣
に
対
し
て
批
判
的
な
こ
と

も
言
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
機
関

だ
か
ら
形
式
的
な
任
命
に
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
任
命
拒
否
は

こ
れ
に
違
反
す
る
で
し
ょ
う
。

　
３
つ
目
は
手
続
法
で
す
が
、

菅
さ
ん
は
学
術
会
議
か
ら
来
た

名
簿
を
見
て
い
な
い
と
言
う
ん

で
す
。
自
分
は
承
認
の
は
ん
こ

を
押
し
た
だ
け
だ
と
言
い
逃
れ

を
し
よ
う
と
し
た
ん
で
す
け

ど
、
だ
と
す
る
と
任
命
権
者
と

し
て
最
低
限
の
仕
事
を
や
っ
て

い
な
い
で
す
よ
ね
。
責
任
逃
れ

だ
と
し
て
も
、
こ
れ
は
違
法
な

責
任
逃
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
が
昨
年
の
総
理

大
臣
が
や
っ
た
違
憲
・
違
法
だ

ろ
う
と
い
う
点
で
す
。

国
の
機
関
と
し
て
政
府
に
物
を
言
う

喜
多
　
一
方
で
こ
れ
を
機
会
に

自
民
党
か
ら
学
術
会
議
を
改
革

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま

す
。
自
民
党
政
務
調
査
会
の
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以

喜
多
　
日
本
学
術
会
議
（
以

下
、
学
術
会
議
）
の
任
命
拒
否

問
題
、
岡
田
先
生
は
そ
の
当
事

者
で
任
命
を
拒
否
さ
れ
た
先
生

方
の
お
１
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
時
、
拒
否
さ
れ
た
時
に
ど
う

感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

岡
田
　
去
年
の
９
月
29
日
で
す

ね
。
研
究
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
中
だ
っ
た
の
で
す
が
、
学
術

会
議
の
事
務
局
長
か
ら
突
然
電

話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
授

業
中
だ
っ
た
の
で
１
時
間
後
に

電
話
を
受
け
ま
し
た
。
内
容
は

内
閣
府
か
ら
学
術
会
議
に
会
員

任
命
の
名
簿
が
来
た
の
だ
け

ど
、
な
ぜ
か
私

の
名
前
が
落
ち

て
い
る
と
言
う

ん
で
す
。
間
違

い
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
内
閣

府
に
確
か
め
た

け
ど
も
、
名
簿

に
間
違
い
は
な

い
、
な
ぜ
名
簿

か
ら
名
前
が
外

さ
れ
た
の
か
理

由
は
答
え
ら
れ

な
い
と
、
こ
う

い
う
返
事
だ
っ

た
。
そ
れ
で
、
10
月
１
日
か
ら

の
会
員
総
会
に
は
来
て
い
た
だ

か
な
く
て
よ
く
な
っ
た
と
い
う

電
話
で
し
た
。

そ
の
と
き
、
実
は
安
心
し

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ

で
仕
事
が
１
つ
な
く
な
っ
た

と
。
私
は
学
術
会
議
の
連
携
会

員
と
し
て
９
年
ほ
ど
主
に
福
島

原
発
事
故
の
避
難
者
の
権
利
保

障
や
復
興
に
つ
い
て
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
会
員
と
な
る
と
分

科
会
を
運
営
し
て
提
言
を
取
り

ま
と
め
た
り
、
学
会
間
の
連
携

や
組
織
運
営
を
行
い
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
を
や
ら
な
く
て
済

む
、
ち
ょ
っ
と
ラ
ッ
キ
ー
と
い

う
感
じ
が
最
初
は
あ
っ
た
ん
で

す
ね
。

１
、２
時
間
す
る
う
ち
に
、

こ
れ
っ
て
内
閣
が
、
あ
る
い
は

内
閣
総
理
大
臣
が
勝
手
に
決
め

て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
思
い

ま
し
た
。
私
の
専
門
は
行
政
法

で
政
府
あ
る
い
は
内
閣
総
理
大

臣
の
権
限
行
使
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
が
研
究
対
象
で
す
け

ど
も
、
そ
の
と
き
は
日
本
学
術

会
議
法
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
同
じ
く
拒
否
さ
れ
た
憲
法

学
者
の
小
沢
隆
一
さ
ん
か
ら
連

絡
が
来
て
、
小
沢
さ
ん
は
総
会

に
行
っ
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て

抗
議
声
明
を
出
す
よ
う
な
働
き

か
け
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
結
局
、
10
月
１
日
に
私

も
一
緒
に
傍
聴
に
行
っ
て
、
梶

田
会
長
な
ど
に
こ
れ
は
違
法
な

手
続
き
な
の
で
学
術
会
議
と
し

て
任
命
す
る
よ
う
内
閣
総
理
大

臣
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
申

し
入
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
突
然
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
れ
る
側
に
回
り
ま
し

て
、「
ど
う
い
う
理
由
で
あ
な

た
は
拒
否
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
か
?
」
と
報
道
関
係
の
方

か
ら
聞
か
れ
る
ん
で
す
け
ど

も
、
拒
否
さ
れ
る
理
由
は
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
か

ら
、「
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
と
並
ん
で
、「
任
命
拒
否
と

い
う
の
は
違
法
だ
と
言
え
る
の

で
し
ょ
う
か
?
」
と
い
う
こ

と
も
聞
か
れ
る
の
で
、
さ
て
専

門
家
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
答
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
急
い
で
日
本

学
術
会
議
法
を
、
あ
る
い
は
憲

法
23
条
の
学
問
の
自
由
を
調
べ

て
、
報
道
関
係
者
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
が
当

時
の
状
況
で
し
た
。

学
問
へ
の
弾
圧
事
件

喜
多
　
今
、
憲
法
の
こ
と
に
触

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
が
違
法

で
あ
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
田
　
３
つ
の
点
か
ら
違
憲
・

違
法
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

１
つ
は
、
な
ぜ
日
本
で
憲
法

23
条
が
定
め
ら
れ
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
戦
前
の
日

本
で
は
学
問
に
対
す
る
い
ろ

ん
な
弾
圧
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。
１
９
２
０
年
代
に
社
会
主

義
経
済
な
ど
の
研
究
者
が
弾
圧

さ
れ
て
、
大
学
を
追
わ
れ
ま
し

た
。
１
９
３
０
年
代
に
入
る
と

今
度
は
自
由
主
義
で
す
。
有
名

な
滝
川
事
件
で
は
、
京
都
大
学

の
刑
法
の
先
生
が
国
家
に
対
す

る
反
逆
罪
や
姦
通
罪
が
あ
る
日

本
の
刑
法
は
不
合
理
で
あ
る
と

改
正
を
唱
え
ま
し
た
。
こ
れ
が

危
険
思
想
だ
と
弾
圧
さ
れ
て
、

結
局
、
京
都
大
学
を
追
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
美
濃

部
達
吉
さ
ん
の
天
皇
機
関
説
事

件
で
す
ね
。
何
よ
り
も
軍
部
を

憲
法
や
法
律
で
拘
束
す
る
点
が

軍
に
と
っ
て
は
非
常
に
都
合
が

悪
か
っ
た
。
天
皇
を
国
家
機
関

の
１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
憲

法
で
拘
束
し
よ
う
な
ん
て
と
ん

で
も
な
い
と
。
そ
れ
で
貴
族
院

を
や
め
さ
せ
ら
れ
る
し
、
暴
漢

に
襲
わ
れ
る
な
ど
テ
ロ
の
対
象

に
も
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
さ
ら

に
、
早
稲
田
大
学
教
授
の
津
田

左
右
吉
と
い
う
方
は
『
古
事

記
』
や
『
日
本
書
記
』
の
研
究

を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
ち
ょ

う
ど
皇
紀
２
６
０
０
年
あ
た
り

で
、
２
６
０
０
年
前
に
天
皇
制

な
ん
て
あ
り
え
な
い
こ
と
が
歴

史
を
調
べ
る
と
明
ら
か
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
政
府
が
フ
ェ

イ
ク
の
宣
伝
を
や
る
の
に
都
合

が
悪
い
歴
史
学
の
学
説
を
出
す

も
の
だ
か
ら
、
政
府
は
嘘
を
言

い
続
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
弾

圧
し
た
の
が
津
田
左
右
吉
事
件

で
す
。
他
方
で
医
学
界
や
科
学

技
術
の
学
会
は
軍
部
に
協
力
し

な
い
と
自
分
の
研
究
が
で
き

ず
、
戦
争
に
加
担
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
日
本
で
は
憲
法

23
条
が
な
い
と
、
と
て
も
１
人

で
は
政
府
の
弾
圧
や
戦
争
へ
の

誘
導
に
抵
抗
で
き
な
い
。
こ
う

い
っ
た
反
省
か
ら
憲
法
23
条
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

学
問
の
自
由
を
憲
法
の
中
で

定
め
て
い
る
国
は
そ
ん
な
に
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
好

き
な
研
究
を
や
る
だ
け
で
あ
れ

ば
、
思
想
・
信
条
の
自
由
と
か

表
現
の
自
由
が
あ
れ
ば
い
い
。

学
問
の
自
由
は
学
者
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
組
織
が
き

ち
ん
と
や
っ
て
い
い
こ
と
と
悪

い
こ
と
を
考
え
る
、
あ
る
い
は

ル
ー
ル
と
し
て
決
め
る
。
例
え

ば
、
原
爆
を
つ
く
る
研
究
や
遺

伝
子
操
作
を
す
る
よ
う
な
研
究

を
や
っ
て
い
い
か
悪
い
か
、
専

門
家
の
自
治
の
中
で
決
め
る
。

こ
う
い
う
仕
組
み
全
体
が
学
問

の
自
由
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
そ
の
た
め
の
組
織
的
な
基

盤
と
し
て
戦
後
、
学
術
会
議
と

い
う
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
定
め
た
の
が
日
本
学
術

会
議
法
で
す
。
１
条
か
ら
３
条

で
学
術
会
議
は
独
立
し
た
機
関

で
あ
っ
て
、
そ
の
財
政
基
盤
は

国
庫
で
支
え
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。
今
回
の
任
命
拒
否
は

学
術
会
議
の
独
立
性
に
対
し
て

人
事
で
の
介
入
を
政
府
が
や
り

だ
し
た
。
学
問
の
自
由
を
制
度

と
し
て
支
え
る
基
盤
で
あ
る
は

ず
の
学
術
会
議
を
政
府
に
従
属

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
シ
リ
ー
ズ
〉憲
法
を
生
き
る


任
命
拒
否
が
違
法
な
３
つ
の
理
由

日
本
学
術
会
議・任
命
拒
否
問
題

　
　
　
　
　
岡
田
正
則
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

岡田正則先生�早稲田大学大学院法務研究科教授

（
5
面
に
つ
づ
く
）

「
憲
法
」
を
日
常
生
活
で
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
性
別
や
人
種
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
な
い
こ
と
や
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
過
ご
す
こ
と
な
ど
、
私
た
ち
が
暮
ら

し
て
い
く
上
で
大
切
な
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
権
利
が
守
ら
れ
て
い
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
、
憲
法
の
理
念
を
再
確
認
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る

社
会
保
障
制
度
を
考
え
る
１
歩
に
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

２
０
２
０
年
９
月
、
日
本
学
術
会
議
が
推
薦
し
た
会
員
候

補
の
う
ち
６
人
に
つ
い
て
菅
義
偉
前
内
閣
総
理
大
臣
は
任
命

を
拒
否
し
ま
し
た
。
そ
の
６
人
の
う
ち
の
お
１
人
で
あ
る

岡
田
正
則
先
生
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）

に
お
話
を
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。
聞
き
手
は
喜
多
徹
顧

問
、
井
沢
宏
夫
顧
問
、
白
﨑
良
明
会
員
、
安
田
清
平
会
員
が

務
め
ま
し
た
。
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多
く
の
学
会
は
「
任
命
せ
よ
」

喜
多
　
こ
の
問
題
が
出
て
か
ら

も
う
１
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、

ど
う
せ
学
者
の
世
界
の
こ
と
と

い
う
感
覚
が
あ
る
の
か
、
抗
議

が
国
全
体
と
し
て
盛
り
上
が
ら

な
か
っ
た
と
い
う
感
じ
も
あ

る
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

岡
田
　
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
、
世
論
調
査
に
よ
る
と
任
命

拒
否
は
正
当
だ
と
い
う
人
と
、

こ
れ
は
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と

い
う
人
が
半
々
ぐ
ら
い
だ
と
い

う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
を
ど
う
思

い
ま
す
か
と
聞
か
れ
た
ん
で
す

が
、
自
分
た
ち
の
問
題
だ
と
考

え
て
い
た
だ
か
な
い
と
後
で
み

ん
な
が
だ
ん
だ
ん
困
る
こ
と
に

な
っ
て
い
く
。

学
会
は
決
し
て
冷
た
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
今

回
、
２
千
く
ら
い
あ
る
学
会
の

う
ち
の
１
０
０
０
以
上
が
き
ち

ん
と
任
命
し
ろ
、
理
由
を
説
明

し
ろ
と
い
う
声
明
を
出
し
て
い

ま
す
。
大
学
に
し
て
も
、
菅
さ

ん
の
出
身
大
学
の
法
政
大
学
の

総
長
を
は
じ
め
、
結
構
声
明
を

出
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
弁
護
士
会
も
日
弁
連
と
全

国
の
ほ
と
ん
ど
の
弁
護
士
会
が

声
明
を
出
し
て
い
る
。
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
方
で
は
大
き
な
問
題

だ
と
い
う
こ
と
で
今
で
も
取
り

上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
政

府
は
、
今
回
文
系
の
人
た
ち
だ

け
を
パ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
な
の

で
理
系
の
方
が
身
を
守
る
た
め

に
い
ろ
ん
な
抗
議
声
明
を
出
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
学

術
会
議
が
内
部
分
裂
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
政
府
は
期
待
し

て
い
た
よ
う
な
ん
で
す
が
、
学

術
会
議
は
一
丸
と
な
っ
て
総
会

決
議
を
し
て
動
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

下
自
民
党
Ｐ
Ｔ
）
の
提
言
で
は

学
術
会
議
の
独
立
行
政
法
人
化

な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

岡
田
　
自
民
党
Ｐ
Ｔ
で
は
、
学

術
会
議
は
国
の
機
関
で
国
が
お

金
を
出
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
口

を
出
す
の
は
当
然
、
出
さ
れ
た

く
な
い
な
ら
国
の
機
関
の
外
に

出
ろ
と
言
っ
て
い
る
の
で
す

ね
。
だ
け
ど
、
独
立
行
政
法
人

に
な
っ
た
か
ら
口
を
出
さ
な
い

か
と
言
え
ば
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
。
そ
れ
は
今
の
国
立
大
学
を

見
れ
ば
分
か
り
ま
す
。
学
術
会

議
の
出
発
点
は
国
の
機
関
と
し

て
政
府
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
き
ち
ん
と
物
を
言
う
こ

と
。
裁
判
所
や
会
計
検
査
院
が

国
の
機
関
と
し
て
あ
る
の
と
同

じ
よ
う
に
。
し
か
も
国
庫
で
支

え
る
の
が
日
本
学
術
会
議
法
の

規
定
な
わ
け
で
す
。
国
庫
と
い

う
の
は
国
の
金
庫
と
い
う
こ
と

で
、
政
治
や
行
政
を
や
る
立
場

の
国
じ
ゃ
な
く
て
、
財
産
権
の

主
体
と
し
て
の
国
が
財
政
的
な

保
障
を
し
て
口
は
出
し
ま
せ
ん

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
裁
判
所

が
政
府
の
や
る
こ
と
に
対
し
て

物
を
言
い
た
か
っ
た
ら
裁
判
所

は
独
立
し
ろ
と
か
、
そ
ん
な
こ

と
は
言
わ
な
い
。
国
家
の
中
に

批
判
的
に
点
検
す
る
部
門
を
置

い
て
お
か
な
い
と
、
国
と
い
う

公
共
的
な
団
体
は
き
ち
ん
と
動

か
な
い
。
憲
法
も
日
本
学
術
会

議
法
も
学
術
会
議
を
国
の
機
関

と
し
て
置
く
こ
と
の
重
要
性
を

前
提
と
し
て
い
ま
す
。

大
学
に
介
入
す
る
政
府

喜
多
　
岡
田
先
生
は
金
沢
大
学

で
も
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
金
沢
大
学
は
こ
の
問
題

に
積
極
的
に
動
い
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
、
特
に
国
立
大
学
で
は
学

長
の
権
限
を
強
め
て
、
独
断
専

行
ぎ
み
で
す
。
ま
た
予
算
面
で

も
小
泉
改
革
以
来
、
必
要
経
費

が
毎
年
削
ら
れ
て
、
特
に
文
系

は
欠
員
が
で
き
て
も
そ
の
後
任

の
教
官
を
決
め
ら
れ
な
い
と
い

う
状
況
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
学
と
政
府
の
関

係
に
つ
い
て
ご
見
解
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岡
田
　
２
０
０
４
年
に
国
立
大

学
は
法
人
化
さ
れ
て
、
そ
の
後

１
％
ず
つ
予
算
を
削
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
の
中
で
唯
一
日
本
だ
け
が

論
文
数
が
少
な
く
な
り
、
し
か

も
学
術
的
に
影
響
力
の
あ
る
論

文
数
も
少
な
い
と
い
う
情
け
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ひ
と
え
に
“
選
択
と
集

中
”
の
結
果
で
す
。
政
府
が
伸

ば
し
た
い
と
こ
ろ
に
お
金
を
集

め
て
そ
れ
以
外
は
抑
制
し
ち
ゃ

う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
研
究
自
体

が
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
っ
て
、
新

し
い
発
想
が
か
え
っ
て
出
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
に

科
学
技
術
基
本
法
を
変
え
て
、

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

基
本
法
と
い
う
も
の
に
し
ま
し

た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

言
葉
が
入
っ
た
の
は
、
特
に
自

然
科
学
系
で
新
し
い
こ
と
を
や

ら
せ
る
よ
う
に
し
な
い
と
日
本

も
ど
ん
ど
ん
置
い
て
い
か
れ

ち
ゃ
う
、
だ
か
ら
科
学
技
術
の

中
で
も
特
に
新
機
軸
を
や
れ
る

よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
こ

れ
を
大
事
に
す
る
ぞ
と
い
う
の

が
、
科
学
技
術
基
本
法
か
ら
科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基

本
法
に
改
正
し
た
理
由
で
す
。

し
か
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
出
て
こ

な
い
ん
で
す
ね
。
あ
ら
か
じ

め
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
れ
！

と
命
令
し
て
、
下
の
者
が
そ
れ

に
従
い
ま
す
っ
て
い
う
の
が

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
組
織
で
す

か
ら
、
そ
こ
か
ら
は
新
し
い
発

想
は
出
て
こ
な
い
。
自
由
な
発

想
が
出
て
く
る
余
地
を
確
保
し

な
く
て
は
い
け
な
い
は
ず
な
の

に
、
全
く
逆
の
選
択
と
集
中
か

ら
抜
け
ら
れ
な
い
ん
で
す
ね
。

こ
れ
が
問
題
点
と
し
て
あ
る
。

そ
の
結
果
、
大
学
の
中
で
何

が
起
こ
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

お
金
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

喜
多
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
後
任
を
と
れ
な
い
。
新
し

い
分
野
の
人
を
増
や
す
ど
こ
ろ

か
、
今
ま
で
い
た
人
の
学
問
領

域
を
カ
バ
ー
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
若
い
研
究
者
の

将
来
を
奪
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。
若
い
研
究
者
用
の
ポ
ス

ト
っ
て
大
体
期
限
付
き
で
、
３

年
か
５
年
で
任
期
が
来
ち
ゃ

う
、
そ
う
い
う
ポ
ス
ト
で
す
か

ら
、
長
期
的
に
考
え
て
20
年
、

30
年
後
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
れ

る
研
究
は
誰
も
で
き
な
い
。
だ

か
ら
、
２
年
以
内
く
ら
い
に
成

果
が
出
て
発
表
し
て
、
３
年
後

に
は
次
の
ポ
ス
ト
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
そ
う
い
う
研
究
を
や
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
研

究
費
が
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん

か
ら
、
選
択
と
集
中
の
お
す
す

め
プ
ラ
ン
に
入
る
よ
う
な
テ
ー

マ
を
選
ば
な
い
と
、
自
分
自
身

の
最
低
限
の
研
究
す
ら
で
き
な

い
。
あ
る
い
は
学
生
に
対
す
る

教
育
費
を
ま
か
な
え
な
い
と
い

う
現
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
や
り
方
が
い
か
に
現
在

の
大
学
、
そ
し
て
将
来
世
代
の

日
本
の
学
問
に
大
き
な
弊
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
か
を
広
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

新
総
裁
に
も
任
命
義
務
あ
り

喜
多
　
自
民
党
総
裁
選
で
岸
田

さ
ん
が
新
総
裁
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
さ
っ
そ
く
任
命
拒
否
に

対
し
て
は
従
来
の
方
針
通
り
と

い
う
こ
と
を
言
っ
て
が
っ
か
り

し
ま
し
た
。
新
し
い
国
の
リ
ー

ダ
ー
に
対
す
る
要
望
は
あ
り
ま

す
か
。

岡
田
　
日
本
学
術
会
議
法
７
条

３
項
に
よ
る
と
、
内
閣
総
理
大

臣
は
１
０
５
名
の
会
員
を
任
命

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
任
命
し

な
い
理
由
を
説
明
で
き
な
け
れ

ば
任
命
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
わ

け
で
す
し
、
菅
さ
ん
か
ら
仮
に

こ
う
い
う
理
由
で
任
命
し
な

か
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
聞

い
て
い
れ
ば
、
説
明
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
義
務
が
岸
田
さ
ん

に
も
あ
り
ま
す
。

学
術
会
議
は
６
人
が
欠
け
て

い
る
こ
と
で
、
特
に
人
文
社
会

科
学
系
は
開
く
べ
き
分
科
会
を

開
け
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る

な
ど
、
第
１
部
（
人
文
・
社
会

系
）
の
方
々
に
し
わ
寄
せ
が

い
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
も
と
て
も
不
正
常
な
状
態
で

す
か
ら
、
岸
田
さ
ん
に
も
一
刻

も
早
く
正
常
な
状
態
に
す
る
責

任
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
日
本
の
学
術
の
た

め
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

井
沢
　
安
倍
内
閣
の
と
き
に
安

保
法
案
が
通
り
ま
し
た
が
、
誰

が
見
た
っ
て
憲
法
に
違
反
し
て

い
ま
す
。
時
の
権
力
が
違
憲
な

法
律
を
つ
く
っ
て
も
、
日
本
の

裁
判
所
は
高
度
な
政
治
的
な
問

題
に
つ
い
て
は
司
法
審
査
権
を

行
使
し
な
い
と
い
う
統
治
行
為

論
と
い
う
の
が
あ
る
そ
う
で
す

が
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
田
　
統
治
行
為
論
と
い
う
の

は
、
裁
判
所
が
法
律
の
枠
を
超

え
て
政
治
問
題
に
は
手
を
出
し

ま
せ
ん
と
い
う
議
論
で
す
。
こ

れ
は
一
理
あ
っ
て
、
裁
判
官
は

選
挙
で
選
ば
れ
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
の
で
、
国
民
代
表
で
あ
る
国

会
の
判
断
を
裁
判
所
は
尊
重
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
統
治
行

為
論
の
元
々
の
考
え
方
な
ん
で

す
ね
。
本
来
は
変
な
法
律
を
つ

く
っ
た
ら
そ
れ
を
国
会
や
特
別

の
裁
判
所
が
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き

で
す
。
ま
た
、
内
閣
が
法
案
を

出
す
段
階
で
こ
れ
は
憲
法
違
反

だ
か
ら
出
せ
ま
せ
ん
と
事
前

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
内
閣
法
制

局
の
役
目
で
す
。
実
は
内
閣
法

制
局
は
安
保
法
案
の
と
き
に
そ

れ
を
や
ろ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ

が
安
倍
内
閣
は
法
制
局
の
経
験

が
な
い
外
交
官
を
長
官
に
し

ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
見
解

を
変
え
て
集
団
的
自
衛
権
も
合

憲
で
す
と
言
う
人
を
あ
て
て
し

ま
っ
た
。

日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々

の
よ
う
な
憲
法
裁
判
所
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
い
っ
た
ん
で
き

た
法
律
に
つ
い
て
憲
法
審
査
を

や
る
の
は
難
し
い
。
で
も
、
具

体
的
な
事
件
の
中
で
憲
法
違
反

か
ど
う
か
と
い
う
裁
判
は
や
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
裁
判
所

は
で
き
る
だ
け
憲
法
に
触
れ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
裁
判
所
に

訴
え
ら
れ
る
事
件
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
と
門
前
払
い
で
す
。
本

来
、
裁
判
所
は
き
ち
ん
と
審
査

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
下
手
に
安
保
法
違
憲

と
か
い
う
判
決
を
出
し
た
ら
、

そ
の
後
の
裁
判
官
人
生
が
終

わ
っ
ち
ゃ
う
の
で
怖
く
て
出
せ

な
い
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
が
日

本
の
裁
判
所
な
ん
で
す
。
統
治

行
為
論
も
裁
判
官
の
腰
の
引
け

た
や
り
方
の
理
屈
付
け
に
使
わ

れ
て
い
る
。
裁
判
所
の
あ
り
方

と
い
う
の
を
問
題
に
し
な
い
と

い
け
な
い
で
す
ね
。

拒
否
理
由
の
情
報
公
開
請
求

事
務
局
　
任
命
拒
否
の
理
由
に

つ
い
て
情
報
公
開
の
請
求
を
さ

れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど

も
、
そ
の
最
新
の
状
況
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

岡
田
　
情
報
公
開
と
６
人
の
自

己
情
報
開
示
の
２
つ
を
や
っ
て

い
ま
す
。
内
閣
官
房
と
内
閣
府

に
対
し
て
全
国
の
１
１
６
２
人

の
弁
護
士
さ
ん
と
法
学
者
が
任

命
拒
否
の
根
拠
と
な
る
文
書
を

公
開
し
ろ
と
い
う
請
求
を
し
た

わ
け
で
す
。
６
月
20
日
す
ぎ
に

決
定
が
出
て
、
内
閣
府
か
ら
は

黒
塗
り
の
文
書
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
の
黒
塗
り
の
文
書
は
昨

年
11
月
に
参
議
院
予
算
委
員
会

に
出
さ
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ

で
す
。
な
ぜ
黒
塗
り
に
し
た
の

か
の
説
明
は
、
事
務
の
遂
行
上

支
障
が
あ
る
か
ら
と
い
う
だ
け

で
す
か
ら
、
理
由
に
な
っ
て
い

な
い
。
内
閣
官
房
の
方
は
文
書

不
存
在
で
す
。
で
も
こ
れ
は
お

か
し
な
話
で
、
菅
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ
文
書
が
行
っ
て
い
る
ん
だ

か
ら
一
旦
は
内
閣
官
房
が
文
書

を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
杉
田
官
房
副
長
官
が

こ
の
６
人
を
外
せ
と
言
っ
て
い

る
ん
だ
か
ら
、
内
閣
官
房
に
は

１
０
５
人
を
調
べ
た
文
書
が
あ

る
。
だ
か
ら
、
文
書
を
処
分
し

た
か
、
内
閣
府
の
方
に
移
し
た

か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

文
書
不
存
在
だ
と
い
う
の
は
お

か
し
い
と
い
う
こ
と
で
８
月
に

審
査
請
求
を
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

も
う
一
方
の
６
人
に
よ
る
自

己
情
報
開
示
の
請
求
は
、
６
人

が
同
じ
４
月
に
開
示
請
求
を
内

閣
官
房
と
内
閣
府
に
出
し
ま
し

た
。
内
閣
官
房
は
文
書
不
存
在

で
同
じ
。
内
閣
府
は
あ
る
と
も

な
い
と
も
言
え
な
い
と
い
う
回

答
で
す
。
存
否
応
答
拒
否
と
い

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
あ
る
と

か
な
い
と
か
言
う
と
人
事
に
関

わ
る
か
ら
言
え
な
い
と
言
う
ん

だ
け
ど
、
内
閣
府
で
学
術
会
議

の
人
事
を
や
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
よ
。
人
事
を
や
る
の
は

学
術
会
議
な
の
で
す
。
と
も
か

く
、
な
い
と
言
う
ん
だ
っ
た
ら

そ
の
経
緯
を
ち
ゃ
ん
と
説
明
し

な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
審
査
請

求
を
申
し
立
て
ま
し
た
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
審
査
を
始
め
た
と

い
う
連
絡
が
来
て
い
な
い
。
そ

う
い
う
現
状
で
す
ね
。

喜
多
　
１
時
間
半
近
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
今
日
は
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
田
先

生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
4
面
の
つ
づ
き
）
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ゲ
ノ
ム
と
は
?

ゲ
ノ
ム
（genom

e

）
と

は
、
生
物
が
も
つ
「
遺
伝
情
報

の
全
体
」
を
意
味
す
る
造
語

で
、
遺
伝
子
（gene

）
と
染

色
体
（chrom

osom
e

）
あ
る

い
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
全
体
を

示
す
オ
ー
ム
（om

e

）
と
の
合

成
語
で
す
。
生
物
を
構
成
す
る

全
遺
伝
子
の
セ
ッ
ト
と
い
う
概

念
で
、
大
腸
菌
ゲ
ノ
ム
、
マ
ウ

ス
ゲ
ノ
ム
な
ど
と
並
列
し
て
ヒ

ト
ゲ
ノ
ム
が
あ
り
ま
す
。
人
間

で
は
約
２
万
５
千
個
の
遺
伝
子

の
セ
ッ
ト
が
ゲ
ノ
ム
で
す
。
一

方
、
最
近
で
は
個
人
の
持
つ
遺

伝
子
配
列
の
差
の
集
合
、
即
ち

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ゲ
ノ
ム
と
い
う

意
味
合
い
で
ゲ
ノ
ム
と
い
う
言

葉
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
を
解
析
す
る
技

術
は
、
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
と

呼
ば
れ
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
粋
と
も
い
え
る
機
械
に
よ
り

飛
躍
的
に
進
歩
し
ま
し
た
。
血

液
や
が
ん
細
胞
な
ど
か
ら
抽
出

し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
ガ
ラ
ス
基
板
上

に
数
千
万
か
ら
数
億
個
の
ク
ラ

ス
タ
ー
と
し
て
分
散
さ
せ
、
一

挙
に
読
み
取
る
と
い
う
も
の

で
、
人
間
の
持
つ
全
て
の
遺
伝

子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
を
２
日
以
内

に
決
定
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
こ
の
よ
う
な
網
羅
的
ゲ

ノ
ム
解
析
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
人
間
で
も
平
均

３
０
０
個
程
度
の
遺
伝
子
変
異

を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
遺
伝
子
に

ど
の
よ
う
な
変
異
を
持
つ
か
は

個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

逆
説
的
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は

皆
、
異
な
る
よ
う
に
壊
れ
て
い

る
が
ゆ
え
に
、
他
者
と
は
違
う

個
性
の
あ
る
存
在
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

ゲ
ノ
ム
医
療
の
時
代

こ
の
よ
う
な
ゲ
ノ
ム
解
析
技

術
を
医
療
に
生
か
す
の
が
ゲ
ノ

ム
医
療
で
す
。
言
葉
は
目
新
し

い
で
す
が
、
平
た
く
言
え
ば
個

人
の
ゲ
ノ
ム
情
報
に
基
づ
く
個

別
化
医
療
の
こ
と
で
す
。 

小

児
、
周
産
期
に
関
わ
る
分
野
に

も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
は
新
型
出
生
前

診
断
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
で
す
。
妊

婦
の
血
液
に
は
胎
児
（
胎
盤
）

由
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
混
じ
っ
て

流
れ
て
い
る

た
め
、
詳
細

に
解
析
す
る
こ

と
で
、
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も

の
ゲ
ノ
ム
情
報

を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国

内
で
自
費
診
療

と
し
て
提
供
さ

れ
て
い
る
検
査

の
対
象
は
21
、 

13
、 

18
ト
リ
ソ

ミ
ー
の
３
疾
患

で
す
が
、
技
術

的
に
は
全
て
の

染
色
体
異
常
や

遺
伝
性
疾
患
に

応
用
が
可
能
な
も
の
で
す
。
何

の
た
め
に
検
査
を
す
る
の
か
？　

そ
の
解
釈
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
国
内
で
は
陽
性
者
の

ほ
と
ん
ど
が
人
工
妊
娠
中
絶
を

選
択
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
出
生
児
の

遺
伝
性
疾
患
の
診
断
率
は
向
上

し
、
一
部
の
疾
患
に
対
し
て
は

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
治
療
薬
が

開
発
さ
れ
、
次
々
と
保
険
収
載

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
薬
価
が

１
千
万
円
、
あ
る
い
は
１
億
円

超
え
と
い
う
よ
う
な
信
じ
ら
れ

な
い
よ
う
な
薬
が
出
回
っ
て
お

り
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
該

当
す
る
た
め
自
己
負
担
は
免
除

さ
れ
て
い
る
仕
組
み
で
す
。

一
方
で
は
遺
伝
性
疾
患
を
社

会
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
、
も

う
一
方
で
は
億
の
金
を
使
っ
て

で
も
助
け
よ
う
と
す
る
。
子
ど

も
を
め
ぐ
る
ゲ
ノ
ム
医
療
は
、

非
常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
態

に
あ
り
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
医
療
に

対
す
る
社
会
全
体
の
リ
テ
ラ

シ
ー
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に

真
っ
先
に
必
要
な
の
は
学
校
教

育
な
の
で
す
が
、
日
本
で
は
遺

伝
教
育
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
技
術
ば
か
り
が
進
ん

で
も
、
人
間
の
中
身
は
昔
の
ま

ま
で
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
村
田
　
祐
一
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

息
子
も
準
優
勝
で
良
い
こ
と
ず
く
め

個
人
優
勝

ゲ
ノ
ム
時
代
の

 子
ど
も
の
医
療

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第61回》

新
井
田

　要

（
金
沢
医
科
大
学
病
院 

ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
　セ
ン
タ
ー
長
）
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保
険
高
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介
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険
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保
護

児
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母
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体
・
精
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爆
・
戦
傷

難
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・
結
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他

予
防
接
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公
害
医
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府
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医
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法
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頁 法  律   ・   制  度  名 法別番号 対　　　　 象 　　　　者 給付範囲 一  部  負  担 医 療 機 関

●● 感染症法（結核）
適正医療（37条の 2 ） 10 結核一般患者 保険の自

己負担分 5 ％負担あり 指定医療機関

結核入院（37条） 11 結核を伝染させるおそれの著しい者 保険の自
己負担分

所得税年147万
円超は費用負担 同上

●● 生  活  保  護  法 医療扶助 12 生活保護法被保護者 保険の自
己負担分

本人支払額の生
ずる場合がある 同上

●● 戦 　傷 　病 　者
特  別  援  護  法

療養給付
更生医療

13
14

戦傷病者
（戦傷病者手帳所持者） 10割 無 同上

●●
障害者総合支援法

更生医療 15 18歳以上の身体障害者 保険の自
己負担分

原則 1 割負担（所得
に応じた上限あり） 同上

●● 育成医療 16 18歳未満の身体障害児 保険の自
己負担分

原則 1 割負担（所得
に応じた上限あり） 同上

●● 児  童  福  祉  法 療育の給付 17 結核児童（ 6 カ月以上入院） 保険の自
己負担分

所得に応じた費
用負担 同上

●●
原子爆弾被爆者に対す

る援護に関する法律

認定疾病医療 18 原爆医療法第10条の認定患者 10割 無 同上

一般疾病医療費 19 原子爆弾被爆者
（被爆者健康手帳所持者）

保険の自
己負担分 無 同上

●● 精神保健福祉法 措置入院（29条） 20 自身を傷つけ又は他に害をおよぼす
おそれのある精神障害者

保険の自
己負担分

所 得 税 年147万
円超は費用負担 同上

●● 障害者総合支援法 精神通院 21 精神障害者の通院患者 保険の自
己負担分

原則 1 割負担（所得
に応じた上限あり） 同上

●● 麻薬及び向精神薬
取　　    締    　　法 入院措置 22 麻薬中毒患者の入院 保険の自

己負担分
所 得 税 年147万
円超は費用負担 同上

●● 母      子      保      健      法 養育医療 23 2000ｇ以下の未熟児（入院） 保険の自
己負担分

所得に応じた費
用負担 同上

●● 中 国 残 留 邦 人 等
支　　    援　　    法

医 療 支 援 給 付
（14条の 4 ） 25 特定中国残留邦人等 保険の自

己負担分
本人支払額の生
ずる場合がある 同上

●● 感 　 染 　 症 　 法

一類及び二類感染症 28 患者・疑似症患者・無症状病原体保
有者（入院のみ）

保険の自
己負担分

所得に応じた費
用負担 同上

新型コロナウイルス感染
症の PCR 検査等（通知） 28 患者・無症状病原体保有者・疑似症

患者・罹患していると思われる者
保険の自
己負担分 無 契約医療機関

新型コロナウイルス感染症軽
症者等の宿泊・自宅療養（通知） 28 都道府県が実施する宿泊療養・自宅

療養となった軽症者等
保険の自
己負担分 無 保険医療機関

新感染症 29 新感染症に罹患していると思われる者 10割 無 指定医療機関

●● 肝 　 炎 　 治 　 療
特 別 促 進 事 業 医療の給付 38 Ｂ型又はＣ型肝炎患者 保険の自

己負担分
所得に応じた費
用負担 契約医療機関

●● 肝がん・重度肝硬変
治療研究促進事業 医療費の支給 38 B 型若しくは C 型肝炎ウイルスによ

る肝がん又は重度肝硬変の入院患者
保険の自
己負担分 月額 1 万円 指定医療機関

●●
特 定 疾 患 治 療
研 　 究 　 事 　 業

51
スモン、プリオン病（ヒト由来乾燥
硬膜移植によるクロイツフェルト・
ヤコブ病に限る）劇症肝炎及び重症
急性膵炎の患者

保険の自
己負担分 無 契約医療機関

●● 先天性血液凝固因子
障害等治療研究事業 51 先天性血液凝固因子障害等の患者 保険の自

己負担分 無 同上

●● 水俣病総合対策費
の  国  庫  補  助

療養費及び研究
治療費　　　　 51 水俣病被害者であって特定疾病にか

かった者
保険の自
己負担分 無 保険医療機関

●● 児  童  福  祉  法
小児慢性特定疾病
医 療 支 援 事 業 52 小児特定疾病医療支援事業対象疾病

認定患者
保険の自
己負担分

原則 2 割（所得に
応じた上限あり） 指定医療機関

●● 児  童  福  祉  法 措置等に係る医
療の給付　　　 53 児童福祉法により措置を受けた者 保険の自

己負担分 無 保険医療機関

●●
難病の患者に対す
る医療等に関する
法　　　　　　律

指定医療費助成
制度　　　　　 54

指定難病の診断を受けており、国の
定めた病状の基準を満たしている者 保険の自

己負担分

原則 2 割（70歳以上
で 1 割 負 担 の 患 者
は 1 割）（所得に応
じた上限あり）

指定医療機関
指定難病の診断を受けており、国の定めた病状の
基準を満たしていないが軽症高額該当者である者

●●
特定B型肝炎ウイルス 
感染者給付等の支給 
に関する特別措置法

定期検査費 62 特定無症候性持続感染者 保険の自
己負担分 無 保険医療機関

●● 石 綿 健 康 被 害
救　　 済 　　法

石綿による健康
被害の救済　　 66 石綿を吸引することにより指定疾病

にかかった旨の認定を受けた者
保険の自
己負担分 無 保険医療機関

●● 公害健康被害の補
償等に関する法律 ― 公害認定患者 10割 無

辞退していな
いすべての保
険医療機関

21
年
7月

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

公
費
負
担
医
療
等
の
手
引
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公費負担医療等の手引
（2021年7月）

公費負担医療は、複雑な制度体系となって
います。この書籍はすべての公費負担医療に
ついて、対象となる人、所得制限、一部負担、
申請方法、請求方法などを分かりやすく解説
しています。

2021年版では新たに 新型コロナウイル
ス感染症 に関わる検査の公費負担医療、宿
泊療養・自宅療養者の公費負担医療等につい
ても掲載！ レセプト記載例もあり請求事務に
役立ちます。

会員価格　　　　　　　（定価4,000円、税・送料込）です。
FAX・メール・電話よりご注文ください。

１冊２,０００円

休業保障共済保険に
ご加入されている先生方へ
「傷病休業給付金」は、ケガや疾病により６日以上
連続して休業された場合に、第三者の医師を受診
してから６日目以降休業された日数分給付されます。
休業される事態が生じた場合は、速やかに保険医協会
事務局までご連絡ください。（電話076-222-5373）

保険医協会事務局は下記の期間、
休務いたしますので、ご了承ください。

年末年始休務のご案内

12月29日水～1月5日水

第
15
回
理
事
会
は
７
人

の
先
生
方
が
Ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加

し
、
事
務
局
長
に
よ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す

る
情
報
提
供
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
主
な
協
議
事
項
は
、

持
論
の
検
討
、
来
年
度
の
総

会
準
備
、
来
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
対
応
、
保
団
連
第
50

回
定
期
大
会
に
関
す
る
こ
と

な
ど
で
し
た
。

現
在
、
当
協
会
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し

た
取
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
11
月
14
日
に
行

わ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
と
介

護
現
場
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
医
師
と
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
も
使
っ
て
参
加

者
30
人
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
、

12
月
12
日
に
開
催
さ
れ
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
人
権
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
「
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
」

を
は
じ
め
、
歯
科
医
療
機
関

に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
に

関
す
る
講
演
会
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

影
響
も
含
め
た
学
校
健
診
後

調
査
に
つ
い
て
の
学
校
医
な

ど
に
よ
る
座
談
会
が
企
画
さ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
様
々

な
影
響
を
検
証
し
て
い
く
予

定
で
す
。

ま
た
、
来
年
度
の
総
会
は

３
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時

か
ら
開
催
さ
れ
、
昨
年
開
催

で
き
な
か
っ
た
「
ネ
ッ
ト
・

ゲ
ー
ム
依
存
」
に
つ
い
て
の

講
演
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
石
川
県
や
金

沢
市
な
ど
多
く
の
関
係
団
体

に
後
援
依
頼
を
し
、
一
般
の

方
々
に
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
視

聴
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

 

【
牛
村　

記
】

新型コロナ関連の
企画続々

（2021年11月16日・14人出席）

2021年度
第15回理事会点描

ぽんすけ：�早いな～もう今年も12月かぁ～。あれ？年末年始の初・再
診料の休日加算っていつが対象だっけ？

天の声：�ぽんすけ先生、休日加算の対象となるのは日曜日と祝日に加え、
年末年始では12/29～1/3です。今年の年末年始では下表の通りです
（対象の日は○、対象外の日は×）。
12/28（火） 12/29（水） 12/30（木） 12/31（金）

× ◯ ◯ ◯

1/1（土・祝） 1/2（日） 1/3（月） 1/4（火）
◯ ◯ ◯ ×

また、算定できるケースは以下の通りです。
①	休日当番医で休日加算の対象の日に診療した場合、診療時間内外ともに
算定できる。

②	休日加算の対象の日に休診している場合、急病等の患者を診療したとき
に算定できる。

③	休日加算の対象の日に診療している場合、診療時間外に急病等の患者を
診療したときに算定できる（診療時間内は算定不可）。
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村
田
　
祐
一
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

息
子
も
準
優
勝
で
良
い
こ
と
ず
く
め

個
人
優
勝

ゴ
ル
フ
に
限
ら
ず
楽
し
み

な
が
ら
心
身
を
育
て
て
く
れ

る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
も
日
ご
ろ

の
運
動
不
足
を
補
う
た
め
で

き
る
だ
け
歩
き
、
楽
し
く
ラ

ウ
ン
ド
で
き
れ
ば
良
い
な
〜

と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
目
標
は
１
０
０
叩
き

を
し
な
い
こ
と
。
し
か
し
、

出
だ
し
が
悪
す
ぎ
、
ダ
ボ
、　

ダ
ブ
ル
パ
ー
、
ト
リ
プ
ル
と

は
じ
め
の
３
ホ
ー
ル
で
９
オ
ー

バ
ー
、
今
日
の
ラ
ウ
ン
ド
は
お

し
ま
い
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
で
あ
っ
た
と
思

い
直
し
ま
し
た
。
前
向
き
に
考

え
を
変
え
て
か
ら
は
持
ち
直
し

て
50
─
45
と
目
標
の
１
０
０
を

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

伴
競
技
の
整
形
外
科
の
生
方
先

生
、
薬
剤
師
の
中
村
先
生
の
お

人
柄
に
も
恵
ま
れ
、
息
子
の
匡

共
々
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
途
中
、
天

気
予
報
が
外
れ
て
土
砂
降
り
も

あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
的
に

は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
が
幸
い
し
て

ハ
ン
デ
ィ
21
を
頂
き
、
思
い
が

け
ず
に
優
勝
で
き
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
「
ゴ
ル
フ
は

し
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
息
子

二
人
の
う
ち
の
一
人
、
次
男
の

匡
が
３
年
前
に
ゴ
ル
フ
を
始

め
、
１
０
０
叩
き
を
し
て
い
た

私
の
ゴ
ル
フ
も
彼
と
一
緒
に
練

習
を
し
た
こ
と
で
少
し
上
手
く

な
り
ま
し
た
。
い
く
つ
に
な
っ

て
も
向
上
心
が
大
切
だ
と
気
付

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
は

匡
夫
妻
と
そ
の
父
と
の
４
人
で

の
家
族
ゴ
ル
フ
が
恒
例
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
歯
科
医
師

会
の
コ
ン
ペ
と
重
な
り
家
族

チ
ー
ム
で
の
参
加
は
叶
わ
ず
残

念
で
し
た
。
３
年
ほ
ど
で
進
歩

を
遂
げ
た
息
子
の
匡
は
今
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
で
は
私
の
50
ヤ
ー

ド
以
上
先
が
指
定
席
に
な
り
、

い
つ
も
私
よ
り
10
打
ほ
ど
少
な

い
ス
コ
ア
で
回
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
負
け
ず
嫌
い
の
私
は

嬉
し
い
よ
う
な
少
し
悔
し
い
よ

う
な
複
雑
な
思
い
で
い
ま
す
。

今
回
の
ラ
ウ
ン
ド
で
は
息
子
も

準
優
勝
に
ベ
ス
グ
ロ
と
良
い
こ

と
ず
く
め
で
し
た
。
改
め
て
朝

早
く
か
ら
朝
食
を
用
意
し
て
送

り
出
し
て
く
れ
た
妻
に
感
謝
し

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
様
々
な
素
晴
ら
し
い
人
た
ち

と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
保
険
医
協

会
の
コ
ン
ペ
で
は
い
つ
も
お
世

話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
平

田
先
生
は
じ
め
、
実
行
委
員
の

先
生
方
に
「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
を
。

　
田
中
　
達
朗
（
金
沢
医
科
大
学
病
院
・
泌
尿
器
科
）

２
年
ぶ
り
開
催
に
意
気
込
ん
で

参
加
記

２
年
ぶ
り

の
コ
ン
ペ
で

前
日
か
ら
そ

わ
そ
わ
し
、

朝
は
５
時
半

に
目
覚
め
て

し
ま
い
意
気

込
ん
で
朱
鷺

の
台
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
乗
り
込
み
ま
し

た
。
考
え
れ
ば
コ
ロ
ナ
に
明
け

暮
れ
た
こ
の
期
間
、
人
が
集
ま

る
こ
と
だ
け
で
悪
の
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
よ

う
な
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
無
事
開

催
さ
れ
た
こ
と
は
夢
の
よ
う
な

出
来
事
で
す
。
何
を
お
い
て
も

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
不
安
定
な
コ
ロ
ナ
の
状
況
に

好
判
断
で
開
催
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
実
行
委
員
の
方
々
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
曇
天
な
が
ら
時
々
日

が
差
し
、
こ
の
季
節
に
し
て

は
暖
か
い
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
、
30
名
の
参
加
者
が
眉
丈
台

コ
ー
ス
１
番
を
次
々
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
無
し
で
、
メ
モ
用
紙
に
ド
ラ

コ
ン
、
ニ
ア
ピ
ン
コ
ー
ス
の
紹

介
と
注
意
書
き
、
な
る
ほ
ど
こ

れ
だ
け
で
十
分
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
た
だ
ど
の
方
々
が
参
加

者
な
の
か
が
は
っ
き
り
せ
ず
お

互
い
交
流
す
る
に
は
難
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
若
い

方
々
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス

の
良
い
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
年
配

組
は
ダ
ー
ク
系
の
色
使
い
で
渋

さ
を
ア
ピ
ー
ル
？
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
し
た
。
こ
の
年
に
な

る
と
若
さ
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
映

る
も
の
で
す
ね
。
う
ら
や
ま
し

い
限
り
で
す
。
私
自
身
、
ほ
と

ん
ど
訪
れ
る
機
会
の
な
い
コ
ー

ス
で
す
が
、
白
砂
の
特
徴
の
あ

る
バ
ン
カ
ー
と
き
れ
い
に
レ
イ

ア
ウ
ト
さ
れ
た
紅
葉
映
え
る
木

立
は
成
績
を
忘
れ
う
っ
と
り
眺

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
き
れ
い

な
コ
ー
ス
で
す
ね
。
う
っ
と
り

し
て
い
た
せ
い
か
、
余
分
に
ク

ラ
ブ
を
振
り
、
グ
リ
ー
ン
で
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
パ
タ
ー
か

ら
逃
れ
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
（
グ
リ
ー
ン

は
う
ね
っ
て
い
て
と
て
も
速

か
っ
た
の
で
難
し
か
っ
た
で

す
）。
ま
た
最
後
の
４
ホ
ー
ル

で
雨
が
降
っ
た
の
は
残
念
で
し

た
。
さ
す
が
に
こ
の
時
期
は
寒

か
っ
た
で
す
ね
。

全
員
無
事
ラ
ウ
ン
ド
を
終
了

し
、
コ
ン
ペ
ル
ー
ム
に
集
合
し

て
表
彰
式
。
参
加
賞
も
手
厚
く

家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
も
小
さ
く

な
ら
ず
に
済
み
助
か
り
ま
し

た
。
ご
一
緒
し
て
い
た
だ
い
た

実
行
委
員
の
武
藤
先
生
か
ら
日

本
酒
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
本
酒
好
き
の
奥
様
が

厳
選
し
た
品
と
の
こ
と
で
、
お

酒
好
き
な
方
々
に
手
渡
っ
た
よ

う
で
何
よ
り
で
し
た
。

朝
５
時
半
に
起
き
て
か
ら
家

に
帰
る
ま
で
の
12
時
間
、
久
し

ぶ
り
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ
団

体
戦
が
で
き
ま
す
よ
う
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

石川県保険医協会
ホームページ

http://ishikawahokeni.jp/
診療報酬改定、新型コロナ開業医向け支援制度、
出版物、講演会など役立つ情報を随時更新中！

村田祐一先生（写真左）とご子息の村田匡さん

田中達朗先生

11月3日（水・祝）にゴルフコンペを朱鷺の台カントリークラブ眉丈台コース
で開催しました。昨年はコロナ禍で開催できず2年ぶりの開催ですが、これまでの
最多で30人の医師、歯科医師、スタッフ、会員家族の方々が参加してくれました。
今年はスタート前の競技説明や集合撮影は行わず、８組が順番にスタートし、途
中、通り雨に遭いましたが、皆さん楽しくプレーすることができました。
今大会の個人優勝は村田祐一先生でグロス95、ネット73・4でした。準優勝は

村田先生ご子息の村田匡さんでグロス85とベスグロ賞も取りました。このほかに
も、飛び賞、ブービー賞、ブービーメーカー賞、ニアピン、ドラコンなど多くの景
品が参加者全員に贈られました。
保険医協会ゴルフコンペの特徴は、会員だけでなく、ご家族やスタッフの方に

もご参加いただき、安い参加費で全員が豪華な景品をもらって喜んでいただけるこ
とです。来年も多くの方のご参加をお待ちしております。

ゴルフコンペ2021
最多30人の参加で和気あいあいと

理事　牛村　繁（白山市・眼科）

石 川 保 険 医 新 聞 第596号（7）2021年12月15日（毎月15日発行）



○	 11月12日　回復期入院医療

○	 11月19日　慢性期入院医療

○	 11月24日　DPC/PDPS、短期滞在手術等基本料

5.		 歯科
○	 11月10日　在宅歯科医療

ア		 地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料について
○   地域包括ケア病棟に求められる 3 つの役割について、病床規模や病床種

別による患者の背景・地域における運用の在り方等が異なることも踏まえ
つつ、役割の一部しか担えていない場合の評価の在り方についてどのよう
に考えるか。

イ		 回復期リハビリテーション病棟入院料について
○   効果的なリハビリテーションの提供を推進する観点から、回復期リハ

ビリテーション病棟入院料 5 及び 6 の在り方について、どのように考え
るか。

○   質の高いリハビリテーションを必要な患者に適切に提供する観点から、
実績要件等の在り方について、どのように考えるか。

○   回復期リハビリテーション病棟入院料を算定している医療機関におい
て、心大血管疾患リハビリテーション料を届け出ている医療機関が存在す
ること等を踏まえ、回復期リハビリテーションを要する状態の在り方につ
いてどのように考えるか。

ウ		 特定機能病院におけるリハビリテーションについて
○   リハビリテーションに係る入院医療を適切に行う観点も踏まえつつ、特

定機能病院におけるリハビリテーションの在り方について、どのように考
えるか。

ア		 療養病棟入院基本料について
○   療養病等入院基本料経過措置（注11）について、令和 3 年度末で経過措

ア		 DPC/PDPSの評価方法、短期滞在手術等基本料について
○   他院から転院した患者について、治療目的での手術が定義されている診

断群分類とそうでない場合とで比べ、医療資源投入量の傾向が異なるこ
とを踏まえ、DPC/PDPSにおける評価の在り方についてどのように考え
るか。

○   発症からの日数によって病態が変わる疾患について、発症日からの日数
で、さらに診断群分類を区別できるように検討することも考えられるので
はないか、という指摘も踏まえ、DPCデータ及び制度全体における対応
について、どのように考えるか。

○   入院初期の医療資源投入量は、経時的に大きくなっている状況であるこ
とを踏まえ、DPC制度における 3 段階の評価の在り方について、どのよ
うに考えるか。

○   短期滞在手術等基本料の対象手術等の外来での実施割合や短期滞在手術
等基本料の年次推移も踏まえ、一定程度治療法が標準化され、短期間で退
院が可能となる手術等の評価のあり方について、どのように考えるか。

○   平成30年度診療報酬改定において、短期滞在手術等基本料 3 に相当する
診断群分類や、その他手術に係る診断群分類について、一定の要件を満た
すものについては、点数設定方式Dを設定することとした対応を踏まえ、
短期滞在手術等基本料 3 に相当する診断群分類を含めた評価の在り方につ
いて、どのように考えるか。
イ		 医療機関別係数について
○   体制評価指数について、医療計画における取組も踏まえ、「感染症」「へ

き地」「災害」の評価の在り方についてどのように考えるか。
ウ		 退院患者調査（DPCデータ）について
○   累次の診療報酬改定において、外来診療データの収集対象の拡大や項目

の拡充、入院診療データの包括範囲を含めた診療行為の収集を実施してき
たこと等を踏まえ、入院医療を担う医療機関の機能や役割を分析・評価す
るための外来診療データの取集の在り方について、どのように考えるか。

ア		 歯科訪問診療において提供される医療について
○   歯科訪問診療は患者の居宅や介護保険施設、病院など様々な場所で提供

されているが、実際に歯科訪問診療実施時に行われる診療行為の内容の違
いや診療に要する時間などを踏まえ、評価の在り方について、どのように
考えるか。

○   在宅医療の対象となる患者像を踏まえ、在宅患者訪問口腔リハビリテー
ション指導管理料や小児在宅患者訪問口腔リハビリテーション指導管理料
の評価の在り方について、どのように考えるか。
イ		 在宅療養支援歯科診療所について
○   在宅療養支援歯科診療所について、地域包括ケアシステムにおける医科

医療機関等との連携状況や多くの施設が 3 か月間に 1 〜 4 カ所訪問してい
る実態も踏まえ、在宅歯科医療の質を確保しつつ、さらに推進する観点か
ら、施設基準の在り方について、どのように考えるか。
ウ		 在宅歯科医療における他職種との連携について
○   外来において医療を受けていた患者が在宅医療を受けるに当たって、歯

科医療のニーズが把握されるケースがある。円滑な在宅歯科医療の実施の
観点から、外来から在宅に移行する場合における医科医療機関と歯科医療
機関の連携に関する評価について、どのように考えるか。

  考えるか。
②		 急性期入院医療の評価について

○   急性期入院医療を担う医療機関の役割として、重症救急患者への対応
や手術等の総合的かつ専門的な医療の提供、退院支援が重要であること
から、急性期一般入院料 1 を届け出ている医療機関における、治療室の
ほかの入院料の届出状況や、救急搬送受入件数、手術（緊急手術等を含
む）等の実績に差がある実態を踏まえ、充実した急性期入院医療を担っ
ている医療機関に対する評価の在り方について、どのように考えるか。

③		 重症患者対応について
○   院内において、状態が不安定な患者の急変の兆候を捉え、急変を未然

に防ぐ取組として「院内迅速対応システム（RRS）」が実施され、院内
死亡を減少させるエビデンスが報告されていることを踏まえ、このよう
な患者を多く扱うこととなる充実した急性期入院医療を担っている医療
機関に対する評価の在り方について、どのように考えるか。

○   救急・集中治療領域において、重症患者の家族が代理意思決定の負担
を強いられ、その支援が必要とされることから、「入院時重症患者対応
メディエーター」の養成が行われていること等を踏まえ、重症患者対応
に係る取組への評価の在り方について、どのように考えるか。

イ		 高度急性期入院医療について
①		 重症度、医療・看護必要度について

○   特定集中治療室管理料、救命救急入院料 2・4 におけるA項目の該当患
者割合の実態を踏まえ、特定集中治療室用の評価票における「心電図モ
ニターの管理」及び「輸液ポンプの管理」についてどのように考えるか。

○   A項目の基準は満たしているがB項目の基準を満たしていない患者割
合の実態や、早期のリハビリテーションの介入等が有用であり、患者の
状態を改善させる取組が進められている実態も踏まえ、特定集中治療室
におけるB項目の測定についてどのように考えるか。

○   救命救急入院料 1・3 及び 2・4 については、看護師配置及び患者の状
態像が異なっている実態を踏まえ、用いる評価票についてどのように考
えるか。

○   A項目については、看護必要度の測定にかかる負担に配慮しつつ、レ
セプト電算処理システムコードを用いた測定方法を導入することについ
てどのように考えるか。

○   重症度、医療・看護必要度とSOFAスコアに係る分析を踏まえ、特定
集中治療室におけるSOFAスコアに係る取扱い等についてどのように考
えるか。

②		 人員配置等について
○   特定集中治療室管理料 1・2 の施設基準に係る適切な研修については、

特定行為研修におけるパッケージ研修が受講可能となっている状況を踏
まえ、適切な研修の具体的な範囲について、どのように考えるか。

○   人工呼吸器やECMO等を実施する場合に、専門性の高い看護師や臨
床工学技士が手厚く配置された上で、専門的なケア・技術を実施してい
る実態があり、新型コロナウイルス感染症の感染拡大下において、重要
な役割を担ったことを踏まえ、こういった対応に係る評価の在り方につ
いて、どのように考えるか。

○   特定集中治療室等の構造・設備の実態等も踏まえつつ、高度急性期の
患者を治療する治療室の適正な評価を行う観点から、構造・設備に係る
評価のあり方について、どのように考えるか。

  置が終了することとなっているが、現に届け出ている医療機関・病床が存
在していること、入院している患者の状況、行われている医療行為等を踏
まえ、どのように考えるか。

○   医療区分 3 のうち「中心静脈栄養を実施している状態」について、中心
静脈栄養を実施されている患者に対する嚥下機能評価等の取り組みの現状
等を踏まえ、評価の在り方についてどのように考えるか。

イ		 障害者施設等入院基本料等について
○   障害者施設等入院基本料における「対象患者」以外の患者のうちの脳卒

中患者の状態等を踏まえ、評価の在り方についてどのように考えるか。
○   質の高い栄養管理を推進する観点から、栄養サポートチームの取組によ

る評価について、どのように考えるか。
ウ		 緩和ケア病棟入院料について
○   緩和ケア病棟入院料について、「新版がん緩和ケアガイドブック」等に

おいて疼痛の数字等を用いた評価を行うこととされていること等を踏ま
え、質の高い緩和ケアの更なる推進の観点から、評価の方法をどのように
考えるか。

エ		 有床診療所入院基本料等について
○   有床診療所が地域において担っている在宅患者等の急変時の受入れなど

の役割等を踏まえつつ、在宅において療養を行っている患者の病状が急変
した際の受入れ医療機関の確保を更に推進する観点から、受入れ患者の状
態に応じた有床診療所における入院医療の評価の在り方についてどのよう
に考えるか。
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　2022 年度の診療報酬改定に向け、中医協総会では、第 2 ラウンドの議論が
急ピッチで進んでいる。先月号で紹介して以降、本稿取りまとめ時点までの間、
下記のテーマで課題と論点が提示されている。
◦ 11月 5 日：個別事項（精神医療、療養・就労両立支援等）
◦ 11月10日：在宅（在宅医療、在宅歯科医療）、入院（急性期入院医療）
◦ 11月12日：外来（外来機能分化の推進）、入院（回復期入院医療、入院横断

的個別事項（データ提出加算・診療録管理体制加算、入退院支援加算、救急
医療管理加算、治療早期からの回復に向けた取組、入院医療における栄養管
理、褥瘡対策））

◦ 11月17日：個別事項（不妊治療の保険適用、リハビリテーション）
◦ 11月19日：個別事項（小児医療、周産期医療、精神科救急入院医療）、入院
（慢性期入院医療）

◦ 11月24日：入院（DPC/PDPS、短期滞在手術等基本料）
◦ 11月26日：在宅（訪問看護）、個別事項（データ提出等、診療報酬明細書の

記載、自殺対策等）、調剤（調剤料、調剤基本料、個別事項）
以下、上記項目のうち、多くの医療機関に共通する論点を中心に抜粋して掲

載する。紙幅の都合で省略した項目については、厚労省ホームページ等を参照
願いたい。（引用に当たり文章そのものには特に手を加えていない）

1.		 外来
○	 11月12日　外来機能分化の推進

2.		 在宅
○	 11月10日　在宅医療

3.		 個別事項
○	 11月17日　リハビリテーション

○　11月19日　小児医療

○	 11月26日　診療報酬明細書の記載

4.		 入院
○	 11月10日　急性期入院医療

ア		 紹介状なしで受診する場合等の定額負担について
○  「全世代型社会保障改革の方針」等において、「外来機能の分化の実効性

が上がるよう、保険給付の範囲から一定額（例：初診の場合、2,000円程
度）を控除し、それと同額以上の定額負担を追加的に求めるよう仕組みを
拡充する」こととされているが、具体的な控除額・追加負担額について、
診療を受ける際に少なくとも生じる額との関係も踏まえて、どのように考
えるか。

○   あわせて、医療保険部会の「議論の整理」において、「再診を続ける患
者への定額負担を中心に、除外要件の見直し等を行う」こととされている
が、見直しの方向性について、患者の受診の流れの更なる円滑化や医療提
供体制の地域性を踏まえ、どのように考えるか。

イ		 紹介・逆紹介の推進について
○   医療保険部会の「議論の整理」において、「大病院からかかりつけ医機

能を担う地域の医療機関への逆紹介を推進する」とされていることも踏ま
え、専門性の高い医療機関等の外来における紹介率・逆紹介率の在り方に
ついて、どのように考えるか。

ウ		 医療資源を重点的に活用する外来を地域において基幹的に担う医療機関
に係る評価について

○   紹介患者を基本とする外来として、医療資源を重点的に活用する外来が
定められるが、「医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う
医療機関」に係る評価の在り方について、入院機能に対する影響も見据え
つつ、どのように考えるか。

○   地域の医療機関の外来機能の明確化･連携の推進や、患者の流れのさら
なる円滑化を図るために、医療資源を重点的に活用する外来を地域におい
て基幹的に担う医療機関と地域の他の医療機関との連携に係る評価の在り
方について、どのように考えるか。

ア		 緊急往診加算について
○   緊急往診加算における緊急に行う往診とは、「患者又は現にその看護に

当たっている者からの訴えにより、速やかに往診しなければならないと判
断した場合をいい、具体的には、往診の結果、急性心筋梗塞、脳血管障
害、急性腹症等が予想される場合をいう。」こととされているところ、成
人と小児における緊急の往診の際の疾患等が異なること等を踏まえ、要件
の在り方についてどのように考えるか。

イ		 在宅がん医療総合診療料について
○   成人と小児における在宅の末期がん診療の在り方を踏まえつつ、在宅で

療養する末期の小児がん患者に訪問診療を行った場合の評価の在り方につ
いて、どのように考えるか。

ウ		 救急搬送診療料について
○  救急搬送診療料においては、医師が診療上の必要から、当該自動車等に

同乗して診療を行った場合に算定出来ることとされているが、高次の医療
機関へ送ることがある実態やECMO等を装着した患者の搬送に係るガイ
ドラインが策定されたことを踏まえて、評価をどのように考えるか。

ア		 疾患別リハビリテーションの適切な実施について
○   疾患別リハビリテーションについて、質の高いリハビリテーションを推

進する観点から、その評価の在り方等について、どのように考えるか。
イ		 摂食嚥下支援加算について
○   摂食嚥下支援加算について、多職種チームの設置に係る効果や課題点等

を踏まえつつ、中心静脈栄養や鼻腔栄養等を実施している患者の経口摂取
回復に係る効果的な取り組みを更に促進する観点から、要件等の在り方に
ついてどのように考えるか。
ウ		 慢性維持透析患者のリハビリテーションについて
○   慢性維持透析患者に対して、血液透析中に運動療法を実施・指導されて

いる場合があることを踏まえ、評価の在り方について、どのように考えるか。

ア		 小児急性期医療体制について
○   小児造血器腫瘍の標準的治療法が整備されてきたことにより、小児科に

よる、小児病棟における無菌治療室管理がより多く行われるようになって
いる実態を踏まえ、その評価について、どのように考えるか。

○   小児救急患者において、夜間や休日等の時間外受診が多くみられるこ
と、時間外の緊急入院を多く取り扱っている医療機関がみられることを踏
まえ、その対応に係る評価について、どのように考えるか。

○   医療的ケア児、小児慢性特定疾病児の退院時服薬指導の実態も踏まえ、
その評価の在り方について、どのように考えるか。

○   CPT（Child Protection Team）による虐待対応において、福祉・保健・
警察・司法・教育等様々な機関と連携を迅速に行い、患者が入院してから
退院まで体制の整備を図ることに係る評価の在り方について、どのように
考えるか。
イ		 小児高度急性期医療体制について
○   従前は救命が難しかった重症先天性心疾患の救命率が向上し、高度な治

療を必要とする患者の幅が広がった実態を踏まえつつ、小児特定集中治療
室管理料に係る評価の在り方について、どのように考えるか。

○   重症先天性心疾患患者においては、出生後に内科的管理を行い、体重増
加を待ってから手術を受ける必要があり、長期の入院が必要となる実態も
踏まえ、その評価の在り方について、どのように考えるか。

○   慢性肺疾患を伴う低出生体重児においては、慢性肺疾患を伴わない低出
生体重児と比較して、より長期の呼吸管理と入院による加療が必要である
という実態を踏まえ、新生児特定集中治療室管理料の評価の在り方につい
て、どのように考えるか。
ウ		 小児の連携医療に係る評価について
○   医療的ケア児や小児慢性特定疾病児が安心して学校等における生活を継

続することを推進する観点から、必要な情報提供の評価の在り方につい
て、どのように考えるか。

○   医薬品の請求にあたってレセプト摘要欄にフリーコメントとして入力し
ている項目においても、診療行為と同様、選択式コメント記載コードの設
定を行うことについて、どのように考えるか。

○   検査値データについては、審査の質と効率を高めることができるものに
ついて、学会等のガイドラインも踏まえ審査の参考情報としてレセプトの
摘要欄に記載を求めることについて、どのように考えるか。

ア		 急性期入院医療について
①		 重症度、医療・看護必要度について

○   重症度、医療・看護必要度Ⅱの届出状況を踏まえ、業務負担軽減等の
観点からも、必要度Ⅱの届出をさらに進めることについて、どのように
考えるか。

○   入院患者における急性期入院医療の必要性に応じた適切な評価を行う
観点から、A項目の「心電図モニターの管理」、「点滴ライン同時 3 本以
上の管理」、「輸血や血液製剤の管理」について、どのように考えるか。

○   B項目については、項目間の相関が高い場合があること、C項目につ
いては、術後経過日数の実態を踏まえ、どのように考えるか。

○   入院患者における急性期入院医療の必要性に応じた適切な評価を行う
観点から、一般病棟入院基本料等の該当患者割合について、どのように

速報 中・医・協・資・料 ─11月に入り、 「第２ラウンド」の議論が
　週２回ペースで進行中
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に
形
の
あ
る
物
、
つ
ま
り
、
お
土
産
品
や
人
形
な
ど
家

の
中
で
飾
ら
れ
て
い
た
物
は
、
心
を
込
め
て
捨
て
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
人
形
は
目
隠
し
を
し
て
捨
て
、
お
寺
で
お
焚
き

上
げ
を
し
て
も
ら
っ
た
。
神
棚
や
お
守
り
な
ど
も
神
社
へ

持
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
捨
て
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
代
わ
り
と
言
っ
て
は
何
だ
が
、
仏
壇
は
業
者
に

出
し
て
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
て
も
ら
っ
て
新
居
へ
移
し
た
。

こ
れ
で
ひ
と
ま
ず
、
ご
先
祖
様
と
の
断
捨
離
が
で
き
た
と

こ
ろ
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
た
ち
の
断
捨
離
で
あ
る
。
自

分
の
幼
少
期
の
写
真
や
小
学
校
の
日
記
、
通
知
表
な
ど
の
紙

類
は
す
べ
て
ス
キ
ャ
ン
ス
ナ
ッ
プ
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
捨
て

る
。
そ
し
て
、
想
い
出
の
品
も
多
く
は
捨
て
た
。
形
あ
る
物

い
ず
れ
は
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

人
生
を
楽
し
む
に
は
、
形
あ
る
物
も
必
要
で
あ
る
。
将
来
の

こ
と
を
考
え
る
と
子
ど
も
た
ち
へ
面
倒
を
か
け
ら
れ
な
い
。

で
は
、
捨
て
る
時
期
を
い
つ
に
す
る
か
？　

そ
の
時
期
を
決

め
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

断

捨

離
牛
村
　
繁
（
白
山
市
・
眼
科
）

連
載
第
３
回
目
と
な
る
今
回

の
場
所
は
西
表
島
で
す
。
西
表

島
に
は
飛
行
場
は
な
く
、
石
垣

島
か
ら
高
速
船
で
向
か
い
ま
す

（
写
真
１
）。
沖
縄
で
２
番
目
に

大
き
な
西
表
島
は
面
積
の
８
割

以
上
が
亜
熱
帯
植
物
な
ど
の
原

生
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
島
の

ほ
と
ん
ど
が
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
自
然
豊
か
な
島

で
す
。

真
っ
白
な
砂
地
と
サ
ン
ゴ
礁

が
と
て
も
き
れ
い
で
、
そ
の
周

り
に
泳
ぐ
カ
ラ
フ
ル
な
魚
た
ち

も
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ぞ

沖
縄
の
海
！ 

と
い
う
景
色
が

広
が
っ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

映
画
「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

ニ
モ
」
で
有
名
な
カ
ク
レ
ク
マ

ノ
ミ
や
ナ
ン
ヨ
ウ
ハ
ギ
は
イ
ソ

ギ
ン
チ
ャ
ク
や
サ
ン
ゴ
の
中
に

生
息
し
て
お
り
、
鮮
や
か
な
見

た
目
と
可
愛
ら
し
さ
で
ダ
イ

バ
ー
か
ら
大
人
気
の
魚
で
す
。

比
較
的
浅
い
場
所
に
も
サ
ン
ゴ

礁
が
広
が
っ
て
お
り
、
透
明
度

も
抜
群
の
た
め
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
で
も
サ
ン
ゴ
礁
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
写
真
３
）。

も
ち
ろ
ん
流
れ
の
早
い
魚

群
や
大
物
狙
い
の
ポ
イ
ン
ト
も

あ
り
、
運
が
良
け
れ
ば
イ
ソ

マ
グ
ロ
や
バ
ラ
ク
ー
ダ
の
群
れ

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写

真
４
）。
皆
さ
ん
バ
ラ
ク
ー
ダ

と
い
う
魚
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？ 

カ
マ
ス
の
最
大
種
の
オ
ニ

カ
マ
ス
の
こ
と
で
英
名
が
バ
ラ

ク
ー
ダ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
ニ
モ
」
の
冒
頭
で
登
場
し

て
い
ま
す
。
ニ
モ
が
ま
だ
卵

だ
っ
た
頃
を
襲
っ
た
あ
の
魚
で

す
。
大
き
く
い
か
つ
い
風
貌
を

し
た
魚
で
危
険
な
牙
を
持
つ

獰
猛
な
フ
ィ
ッ
シ
ュ
イ
ー
タ
ー

で
す
。
西
表
島
で
は
バ
ラ
ク
ー

ダ
の
群
れ
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
多
い
と
き
は
１
０
０
匹
以

上
で
ト
ル
ネ
ー
ド

し
て
い
る
様
子
を

観
察
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

ま
た
西
表
島
は

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

も
有
名
で
、
日
本

の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
の
約
75
％
が
西

表
島
に
自
生
し

て
い
ま
す
（
写

真
５
）。
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
と
は
木
の

名
前
で
は
な
く
、

熱
帯
や
亜
熱
帯
の

河
口
近
く
で
淡
水
と
海
水
が
混

じ
り
合
う
場
所
に
生
え
て
い
る

植
物
の
総
称
だ
そ
う
で
す
。
普

通
の
植
物
は
海
水
で
育
つ
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、
海
水
で
生

き
て
い
く
た
め
の
特
殊
な
機
能

が
あ
り
ま
す
。
特
徴
的
な
点
と

い
え
ば
や
は
り
根
っ
こ
で
す
。

普
通
の
木
に
は
な
い
不
思
議
な

形
の
根
を
し
て
い
ま
す
。
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
を
見
る
と
き
は
ぜ

ひ
地
上
か
ら
だ
け
で
な
く
、
カ

ヤ
ッ
ク
や
ボ
ー
ト
か
ら
観
察
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（解答は 3 面にあります）

囲 碁

（解答は 3 面にあります）

〈ヒント〉桂が中心の攻めです。
 （10分で2級）

■出題　九段　西村一義黒先　（５分で１、２級以上）
〈ヒント〉 もう一眼をスミで作って
 生きます。

■出題　九段　石榑郁郎

初級編初級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独7 2
5 6 3 9
1 5 □

2 9 1 5
8 4

4 2 6 3
□ 9 7

5 8 2 4
6 3

イビングの世界イビングの世界
宮田　愛子（金沢市・歯科）

第3回「ニモ」の生息する西表島
ダダ

写真1　ボートから撮影した西表島の海

写真2　サンゴ礁とカラフルな魚たち
（株式会社マリンクリエイティブHPより）

写真4　バラクーダの群れ
（株式会社マリンクリエイティブHPより）

写真3　サンゴ礁
（SOTOASOBI	HPより）

写真5　マングローブ
（じゃらんニュースHPより）

石 川 保 険 医 新 聞 2021年12月15日（毎月15日発行）（10）第596号


